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SB-910 とほ用説明書について 


このたびはニコン SB -91 日をお買い上げくださいまして、誠にあ0びとラござい 
ます。 

お使いになる前に、この「使用説明書」をよくお読みになり、内容を充分に理 
解してか5正しくお使いください。お読みになった後は、お使いになる方びし、 
つでち見られるところに保管し、撮影を楽しむためにお役立てください。 


I 知りたいことの探し方 


9 g 次か S 


I 徊 A-11) 


操作方法、発光モード、撮影機能など、項目別に探せます。 


目の別かんたん検索か S 


I (田 A -9) 

名称や巧語び分からな<てち、使いたいことや知0たいことか5探せます。 


索引から 


1(口 H -21) 
英数字、五十音順の索引か5探せます。 


故障かな？と思った S か S 


I (田 H -1) 

動作びおかしいときや警吉表示び出たときに役立ちます。 


を全上のご注意 


安全にスピードライトをお使いいただくために守っていたださたい内容び記載 
されています。スピードライトをお使いになる前に必ずお読みください。詳し 
くは ixiA -14 〜 A -18 をご覧ください。 


お使いになる前に 


A-2 














誦付属品をご確認 < ださい 

SB -910 と次の付属品びすべてそろっていることを確認してくださし、。 
万一、不足のちのびありました5、ご購入店にご連絡<ださい。 


□スピードライトスタンド AS -21 
□バウンスアダプター SW -13 H 
□カラーフィルター SZ -2 FL (壁光灯用) 
□ カラーフィルター SZ -2 TN (電球用） 
□ソフトケース SS -910 


□ 使用説明書（本書) 
□ 作例集 
□ 保証書 
□ 登録のご案内 





































































SB-910 とほ用説明書について 
瞧 SB-910 について_ 

SB -910 は、ニコンク U エイティブライティングシステム （ CLS ) 対応のカメラ 
との組み合わせに最適化された、ガイドナンパー34 ( ISO 100 • m ) /48 (ISO 
200 ' m ) (照射角 35 mm 、 FX フォーマット、スタンダード配光時、 20° C ) の 
高性能スピードライトです。 


CLS 対応カメラ 


FX フオーマット/ DX フオーマットのニコンデジタルー眼レフカメラ 
( D 1 シリーズ、 D 100 を除く）、 F 6、 ニコンデジタルカメラ C 00 LPIX 
(P 710 0 、 P 700 0 、 P 600 0) 


誦巧用説明書について 

この「使用説明書」は、 SB - 弓10と CLS 対応カメラ、 CPU レンズ（口 A -5) との 
組み合わせを前提に説明しています。 

ご使用の前に使巧説明書をよくお読みにな0、内容を充分に理解してか5正し 
くお使いください。 

- CLS 非対応一眼レフカメラとの組み合わせについては 「 CLS 非対応一眼レフカ 
メラ使用時」（口 F -1) をご覧ください。 

• i-TTL 対応ニコンデジタルカ；ラ C 00 LPIX ( P 5100、 P 5000、 E 8800、 
E 8400) との組み合わせについては「ニコンクールピクスとの組み合わせに 
ついて」（口 G -1) をご覧ください。 

•別冊の「作例集」は SB -91 日の機能を生かして撮影した作例写真とライティン 
グについて説明しています。 

-カメラの機能や設定については、お使いのカメラの使用説明書をご覧くださし、。 

广 本文中のマークについて- S 

n 製品の故障や撮影の失敗を防ぐためにを意していたださたいことを記 
載しています。 

^製品を使巧ずる隙に知っておいていたださたいこと、便利な情報やヒ 
ントを記載していまず。 

m 使用説明書上で関連情報び記載されているページです。 

A 4 


お使：3になる前に 













因 CPU レンズの見分け方 

CPU レンズには CPU 信号接点びあります。 

CPU 信号接点 

-IX ニッコール レンズとの組み合わせでは使用できま 
せん。 


■ 巧用説明書の巧り巧いについて 

-この使用説明書および作例集の一部または全部を無断で転載することは、固 
<お断0いたします。 

-使用説明書の内容が破損などによって判読でさなくなったとさは、下記の 
ホームページから使巧説明書の PDF ファイルをダウン□ー ドでをます。 

http://www.nikon-image.com/support/manual/ 

-ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することをできます（有料)。 



ぉ使ぃになる前に 


A-5 







SB -910 とほ用説明書について 
誦用語と表記について 


■ 巧期設定 

ご購入時に設定されている機能やモードの設定状態です。 

■ニコンクリエイテイブライテイングシステム （ CLS ) 

ニコンのスピードライトとカメラの先進的なデータ通信方式により、さまざま 
なスピードライト撮影機能を巧能にしたシステムです。 

■配光タイプ 

画面中央と周辺の光量差の制御タイプ。スタンダード配光、均質配光、中央部 
重点配光の3タイプび選択でさます。 

■ FX / DX フォーマット（撮像節囲） 

ニコンカメラの撮影画面サイズ。 FX フォーマット （36 X 24) と DX フォーマット 
(24 X 16) の2つびあります。 

■ガイドナンパ‘一 （ GN ) 

スピードライトの発光量を示す値 。 GN =スピードライトか5被写体までの距離 
( m ) X 絞り値 （ F ) で表わします （ ISCMOO の場合)。 

■ 照射角 

スピードライトの光び照射される角度です。 

■ 調光距離 

スピードライトの光で適正露出び得5れる、スピードライトか日被写体までの 
距離です。 

■調光節囲 

調光距離の範囲です。 

■ 調光補正 

スピードライトの発光量を意図的に変えて、主要被写体の明るさを変えること 
をいいます。 


お使：3になる前に 
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■ i - TTL 調光モード 

モニター発光を行って被写体か5の反射光をカメラび測光して、スピードライ 
卜の発光を制御します。 

モニター 発光 

被写体からの反射光を測光するために、本発光の直前に行われる極めて短時 
間の発光です。通常、本発光と区別して目視することはできません。 

バランス調光 （ i - TTL - BL 調光） 

被写体と背景光のバランスを考慮して発光量を制御します。 

スタンダード i - TTL 調光 

背景光を考慮せず、ま要被写体び基準露光量になるよラに発光量を制御します。 

■ 絞り連動が部自動調光モード 

スピードライトの発光による被写体からの反射光をスピードライトび測光し、 
カメラか5の情報を加えて発光量を制御します。 

■外部自動調光モード 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光をスピードライトび測光し、 
発光量を制御します。 

■ 距離優先マニュアル発光モード 

スピードライトから被写体までの距離を設定すれば、力;ラの設定にをわせて 
適正な発光量をスピードライトび自動的に設定するマニュアル発光モードです。 

■マニュアル発光モード 

撮影ちび任意の発光量と絞0値の組み合わせで露出を設定でさる発光モードです。 

■ リピーテイングフラッシュモード 

シャッターび開いている間、スピードライトび連続発光して、 ] コマの画面に被 
写体の連続的な動をを写し込める発光モードです。 

■1 段 

シャッタースピードや絞り値の変化量の単位。1段変化すると、カメラび取り込 
む光の量は2倍、または1/2になります。 


お使いになる前に 


A-7 


SB -910 とほ用説明書について 

■ EV (Exposure Value :露出値） 

シャッタースピードや絞り値び1段変化すると、 1 EV 変化します。 

■ ワイヤレス増な撮影 

ワイヤレスで複数のスピードライトを同時発光させる撮影です。 

マスターフラッシュ （ま巧） 

増阿撮影時に、 U モートフラッシュに指示を送るスピードライトです。 

リモートフラッシュ（補助巧） 

マスターフラッシュか5の指示を受けて発光するスピードライトです。 

アドバンストワイヤレスライティング撮影 

〔 LS 对応のワイヤレス増灯撮影。マスターフラッシュか日複数のリモートフ 
ラッシュのグループの発光を制御でさます。 

SU-4 タイプのワイヤレス増な撮影 

モニター発光しないため、マスターフラッシュと U モートフラッシュの発光 
にタイムラグびほとんどなく、特に動さび速い被写体に適しているワイヤレ 
ス増好撮影です。 


お使：3になる前に 


A-8 


目的別かんたん巧索 

使いたいことや知りたいことか5、記載ページを簡単に探せます。 


誦撮影について-1 ( S 目-910を力 y ラのアクセサ U - シューに接続して使用ずる） 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

m 

発光モードを知りたい 

発光モード 

。 

いちばん簡単な手順で撮影したい 

撮影の基本ステップ 

B -6 

横に並んだ大勢の人の記念写真を撮りたい 

均質配光 

E -2 

人物び弓1さ立つポートレートを撮りたい 

中央部重点配光 

E -2 

棲ろの鹽こ映る影を消して撮影したい 

バウンス撮影 

E -4 

ライティング状態を確認してから撮影したい 

モデ1」ング発光 

E -22 

主要な被写体を日月るく (暗く)して撮該したい 

調光補正 

E -18 

壁光むや電球の該響を觸和して撮該したい 

カラーフイルター 

E -12 

スピードライトの光に色をつけて撮影したい 

カラーフイルター 

卜12 

暗い被写体をオートフオーカスで撮りたい 

AF 補助光 

卜2日 

人物と背景の夜景の両方をされいに撮りたい 

ス□ーシンク □ 

(ス□ーシャッター）撮影 

E -24 

人物の瞳びホ < ならないよラに撮該したい 

赤目軽減発光撮貢ミ 

E -25 

連続した勘きを分解写真のよラに写したい 

1」ピーテイングフラッシュモード 

C -16 

CLS に対応していない一眼レフカ；><ラと組み合わせ 
て使いたい 

CLS 非対応一眼レフカメラ 
使用時 

卜1 

ニコンクールピクスと組み合わせて使いたい 

ニコンクールピクスとの組み 
合わせ 

G -1 


誦撮驚について-2 だ目-910をワイヤレスで使用ずる） 


使いたいこと-知りたいこと 

キーヮード 

m 

複数のスピードライトを使って撮影したい 

アドバンストワイヤレス 
ライティング 

D -1 

動をび速いをのをワイヤレス増な撮影したい 

SU -4 タイプ 

D -10 

ワイヤレス増な撮該びできるニコンクールピクスと 
組み合わせて使いたい 

CLS 対応 

ニコンクールピクス 

G -1 


A-9 




























目的別かんたん巧索 


I 設定や操作について 


使いたいこと-巧りたいこと 

キーヮード 

m 

使用でをる電池を知りたい 

使用でさる電池 

目-7 

電池別の発光間隔や発光回数を知りたい 

電池別の発光間隔と発光回数 

H -20 

各種の設定の蜜更方法（カスタム分ニュー）を知り 
たい 

カスタムメニュー 

目-13 

いろいろな設定を IJ セットしたい 

ツーボタン U セット 

目-12 

操作ボタンび不用意に押されて誤作動するのを防ざ 
たい 

キーロック 

B -4 

ファームウェアをノ くー ジョンアップしたい 

ファームアップの方法 

H -9 


お使いになる前に 


A-10 












〇 お使いになる前に 

SB -910 と使用説明書について . A -2 

目的別かんたん検索 . A - 弓 

安全上のごま意 . A -14 

ご確認ください . A -1 弓 


〇 操作方法 

各部の名称 . B -1 

ファンクシヨンボタンの使い方 . B -5 

撮影の基本ステップ . B -6 

設定と表示について . B -12 

カスタムメニューについて . B -13 


〇 発光モード 

mL 調光モード . C -1 

絞り連動が部自動調光モード . C -4 

外部自動調光モード . C -7 

距離優先マニュアル発光モード . C -10 

マニュアル発光モード . C -13 

U ピーテイングフラッシュモード . C -16 


〇 ワイヤレス増口撮影 

SB -91 0のワイヤレス増口の仕組み . D -1 

SB -9 10のワイヤレス増好}最影機肯目 . D -3 

マスターフラッシュとしての設定 . D -4 

リモートフラッシュとしての設定 . D -5 

アドノくンストワイヤレスライティング撮影 . D -6 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯}最影 . D -10 

U モートフラッシュについて . D -15 

ワイヤレス増灯撮影時の状況確認について . D -18 





























目次 


主な機能 

配光タイプ切り換え機能 . E -2 

バウンス撮影 . E -4 

近距離撮影 . E -9 

カラーフィルターを 使用 した 撮影 . E -12 

撮影をヴポートする機能 . E -18 


-調光補正 

-オー ト パワーズーム 
- AF 補助光 
- ISO 感度の手動設定 
• テスト発光 
•モデ U ング発光 
-スタンバイ 
-過熱防止 

カメラ側の設定による撮影機能 . E -24 

•オート FP 八イスピードシンク□撮影 
- FV □ック撮影 

•ス□ーシンク □ (ス□ーシャッター)撮影 

-赤目軽減発光撮影/赤目軽減ス□—シンク □ (ス□ーシャッター）撮影 
* 後幕シンク□撮影 


P CLS 非対応一眼レフカメラ使用時 . F -1 



ニコンクールピクスとの 
組み合わせについて 


G -1 


A-12 














〇 使用上のご注意-資料 

故障かな？と思ったら . H -1 

ガイドナンノく一と絞り1直、距離について . H -4 

お手入れについて . H -5 

電池についてのごま意 . H -7 

表示ノ くネ J レについて . H -8 

ファームアップの方法 . H -9 

使用できるアクセヴ U —. H -10 

仕様 . H -13 

索引 . H -21 

アフターサービスについて . H -27 













給表示の例 

A 

A 記号は、注意（警告を含む）を促ず内容を告げるちのです。 
図の中や近< に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が 
描かれています。 


® 記号は、禁止（してはいけないこと）の巧為を告げるものでず。 
図の中や近< に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が 
描かれていまず。 

€ 

参記号は、行為を強制ずること（必ずずること）を告げるちのです。 
図の中や近くに具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り出す） 
が描かれていまず。 


まを上のごを意 

ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この巧 
全上のご注意」は製品を安全に正しく使巧していただを、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 
お読みになった後は、お使いになる方がいつでち見！5れるところに必ず保管し 
て < ださい。 


表示と意巧は、次のようになっています。 


A 

を巧 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 
こまたは重傷を負ラ可能性が高いと想定される内容を示 
しています。 

A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死 
t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示してい 
まず。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷 
害を負ラ可能性が想定される内容および物的損害の発生 
が想定される巧容をおしています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A を巧スピ-ドライ H こついて 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったとさは、すぐにされいな水で洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となりまず。 

A を険 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたとをは、すぐにされい 
な水で洗ラこと 

そのままにしてお<と、皮膚びかぶれたりずる原因となります。 


奮：3になる前に 
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A 警告 スピ-ドライトにっし、て 

感 分ぉ禁止 

分辭したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となりまず。 

接触禁止 

ずぐに修 
M 理依頼を 

落下などによって破損し、巧部が露出したとさは、露出部に手を触 
れなし > こと 

感電したり、破損部でケガをずる原因となりまず。 

電池、電源を抜いて、販売店またはニコンサービス機関に修理を依頼し 
て < ださい。 

^電池を取 

ずぐに修 
V 理依頼を 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取 
り出ずこと 

そのまま使巧ずると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出ず際、やけどに十分を意してください。 

電池を振いて、販売店またはニコンサービス機関に修理を依頼してくださし)。 

® S け 

水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発义したり感電の原因となります。 

&禁止 

引火*爆発のおそれのある場巧では使用しないこと 

プ□ノてンガス、ガソ U ンなどの弓1义性ガスや粉塵の発をずる場所で使用 
ずると、爆発や乂災の原因となりまず。 

(\) 発光禁止 

車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となりまず。 

(\) 凳光禁止 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となりまず。 

特に乳幼児を撮影するとさは ImiU 上離れてください。 

(\) 発光禁止 

発光部を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発火の原因となりまず。 

/\ « 管を意 

幼児の□に入る小さな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場含は直ちに医師にご相談<ださい。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 

正しい電池を使用しないと、液をれ、破裂、発乂の原因となりまず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液ちれ、破裂、発火の原因となりまず。 

&禁止 

マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は非充電式電池 
ですので、充電しないこと 

液をれ、破裂、発火の原因となりまず。 

A を険 

ニッケル水素電池などの充電式電池の充電は、メーカー指定の充電器 
で、付属のま意事項を守って巧ラこと 

「+」「一」 を逆にしての逆充電、電池が熱いままの充電はしないこと 

破裂、発火、液をれの原因となりまず。 



お使いになる前に 


A 

















をを上のごま意 


A 3 胃 スピードライトについて 

感電を意 

めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびありまず。 

/\巧管を意 

製品は幼児の手の届かない所に置くこと 

なめて感電したり、ケガの原因となることびありまず。 

A 注意 

強い衝撃をちえないこと 

巧部び故障し、破裂、発义の原因になることびあります。 

/〇 溶剤富掃 
禁止 

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を使ってふかないこと 
防虫スプレーの液剤を製品に吹さつけないこと 
また、ナフタリン、障脳の入った場所に保管しないこと 

プラスチックケースび割れて火災や感電の原因となることびあります。 

か電池を 
K 取る 

保管するとをには電池をがすこと 
発火、液ちれの原因となることびありまず。 


A を巧電池について 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったとさは、すぐにされいな水で洗い、 
医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害をちえる原因となりまず。 


A を巧ニッヶル水素充電刷；:っし、て 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

硬分ぉ禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向さを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A を険 

専用充電器を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A を険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちのと一緒に持ち運んだり保 
管しないこと 

ショートして液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A を険 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたときは、すぐにきれいなか 
で洗ラこと 

そのままにしておくと、巧膚びかぶれたりずる原因となりまず。 


奮：3になる前に 
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A 警告電刷 こっし、て 

A 警告 

電池に表おされた警告*ま意を守ること 
液ちれ、発熱、発火の原因となりまず。 

A 警告 

使用説明書に表示された電池を使用すること 
液をれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 

また、外装チューブがはがれたり、キズがついている電池は絶対に 

使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

/\ 保管を意 

電池は幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談<ださい。 

® 難け 

水につけたり、濡らさないこと 

液をれ、発熱の原因となりまず。 


A 警告1」チウム電;せ、アルカ1」載せについて 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

感分ぉ禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

&禁止 

新しい電池と使巧した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜて 
使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向さを間違えないよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


A 警告こッヶル水素巧電刷こっし、て 

^使用禁止 

変色•変形、その他、今までと異なることに気づいたときは使用し 
ないこと 

液ちれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

充電の隙に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合には、 
充電をやめること 

液をれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

電池をリサイクルするとをや、やむなく廃棄ずるとさは、テープな 
どで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発火の原因となります。 

お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


霍 3 になる前に 
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をを上のごま意 


A ま意 ニッケル 水素充電刷 こついて 

A を意 

電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A ま意電池に ついて 

A を意 

連続発光後は電池の発熱にミち意すること 

電池び発熱していて、やけどの原因となります。電池を交換する際には、 
ミち意してください。 


A 警告 リチウム電池、アルカ IJ 電触こつし、て 

&禁止 

充電式電池じ(列は、充電しないこと 
液をれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

電池を廃棄するとをは、テープなどで接点部を絶縁すること 
他の金属と接軸ずると、発熱、破裂、発乂の原因となりまず。 

お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 


A 警告 アルカ IJ 電刷こっし、て 

€戲を 

使い切った電池はずぐに器具から取り出すこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池からもれた液が皮膚や巧服に付いたとさは、すぐにをれいなか 
で洗ラこと 

そのままにしてお<と、皮膚びかぶれた0する原因となりまず。 


奮：3になる前に 
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ご巧認<だをい 


瞧巧証書について 

本製品には「保証書」び付いていますのでご確認ください。「保罰書」は、お買 
し、上げの隙、ご購入店か5お客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご 
購入年月曰」「ご購入店」び記入された保証書をお受け取り <ださい。「保証書」 
をお受け取りにな5ないと、ご購入1年 L 如巧の保証修理び受け5れないことに 
な0ます。お愛け取りにならなかった場合は、ただちにご購入店にご請求くだ 
さい。 

圓カスタマー登録 



お 

使 

い 

に 

な 

る 


下記のホームページか5カスタマー登録びでをます。 

https://rea.nikon-image.com/ 

付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。 


誦カスタ7—ヴポ^—卜 

下記のホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/support/ 


■ 大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮0をしてスピード 
ライトび正常に機能することを事前に確認してください。本製品の故障に起因 
する付随的損害（撮影に要した諸費巧および利な喪失等に関する損害等）につ 
いての補償はご容赦願います。 

■本製品を安がしてお使いいただくために 

本製品は、当社製の力;ラ及びアクセヴ U —に適合するよラに作5れてお0ま 
すので、当社製品との組み合わせでお使いくださし、。 

-他社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、本製品の充分な性能び発 
揮でをないほか、事故•故障などび起こる可能性びあ0ます。その場合、当 
社の保証の対象外とな0ますのでごま意ください。 
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操作方ミ去 


る部のを祿 



フラッシュヘッド 

フラッシュヘッド□ック解除ボタン 

(圧) B -9) 

電池ぶた 

電池ぶた□ック解除ボタン（口 B -6) 
ワイヤレスリモートセンサー窓 

( ixD -15) 

キャッチライト反射板 OxiE - S ) 
ワイドパネル （ mE -10) 

究光パネル 

カラーフィルター識別センサー 

(圧) E -15) 


-11 

12 

13 

-14 
-15 
-16 
-17 

10. AF 補助光（田 E -20) 

11. レディーライト（リモートモード時） 

位 D -18) 

12. 列部電源コネクター(キャップ付き) 

畑- 11) 

13. 外部自動調光用センサー窓 

(の C -4、 C -7) 

14. 外部 AF 補助光接点 
It □ックピン 

16. カメラ連動接点 

17. 取付け脚 


B -1 




操作方法 































18. フラッシュヘッド上下回転角度目盛（口 E -4) 

19. フラッシュヘッド左ち回転角度目盛（口日-斗) 

20. シンク□ターミナルキャップ 

21. シンク□ター S ナ J レ 

22. 表示パネル（口 B -12) 

23. レディーライト（口 B - り、 D -18) 

24. □ック レバー （口 B -8) 



操作方法 


の 巧 



8 

1 


け M ^ 


B -2 






















る部のを茄 



27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 


25. [ MODE ] ボタン 

発光モードを切0換えます。 

26. [ MENU ] ボタン 

カスタムメニュー画面を表示します。 
位 B -13) 

27. フアンクシヨンボタン1 

28. フアンクシヨンボタン2 

29. フアンクシヨンボタン3 

•変更したい項目を選択します。 

•各ボタンに割り当てられる機能は、 
発光モードや設定状態によって 
異なります。（口8-5) 

30. テスト発光ボタン 

•テスト発光（口 E -21)、 またはモ 
デリング発光（圧 1 E -22) びでさ 
ます。 

•テスト発光/モデ U ング発光の切 
り換えはカスタムメニューで設 
定します。（口 B -18) 


31. □ック解除ボタン 

ワイヤレス増ロモードを設定する 
際は、このボタンを押しなびらスイッ 
チを回します。 （ caD -4、 D -5) 

32. 電源スイッチ/ワイヤレス増ロモー 
ドスイッチ 

-電源の ON / OFF を設定します。 
•ワイヤレス増阿撮影時のマスタ 
ーモード/ U モートモードを設定 
します。（1 X 0-4、 D -5) 

33. セレクターダイヤル 

反転表示された項目の設定を変更 
します。（口 B -12) 

34. [ OK ] ボタン 

選択した設定を確定します。 

位 B -12) 
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因操作ボタンを□ックずるには（キー□ック) 



フアンクシヨンボタン1と2(力半のマーク付き） 
を同時に約2砂間押して、キー□ックアイコン 
を表示させると、操作ボタンび□ックされます。 
-電源スイッチ/ワイヤレス増灯モードスイッ 
チ、テスト発光ボタンは□ックされません。 
•再度、フアンクシヨンボタン1と2を同時に 
約2秒間押すと、キー□ックを解除でさます。 
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ファンクシヨンボタンのほい方 

発光モードや設定状態によって、ファンクションボタンに割当て5れる機能び 
異なります。 



ボタンに割当て5れて 
いる機能は、アイコン 
で表示されます。 
ボタンに機能び割当て 
5れていない場合は、 
何ち表示されません。 


アイコンと割当て S れた機能 


ZOOM 

照射角設定 

m 

調光補正値設定 

M 

マニュアル発光量設定 


TTL 調光アンダー量表示 

FMo 

絞り値設定 

m 

距離設定（距離優先マニ 
ュアル発光モード時） 

TimE 5 "z 

発光回数/発光間隔設定 

SEL 

設定項目の切 0 撰え 


配光タイプの切り換え 

z □□む 

照射角自動設定への移行 


【ワイヤレス増な撮影時】 （圧 D -1) 


CH 

チヤンネル設定 

か 

ヴウンドモニターの切〇換 
无 


【カスタムメニュー設定時】 （口 B -13) 


t 

前ページ表示 

ん 

次ページ表示 

圍/度" 

マイメニューとフルメニュ 
一の切り換え 

□也 

マイ^ニューへの登録/ 
削除 

つ 

マイ^ニューへの登録/ 
削除の中止 
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撮影の甚本ステップ 

SB -910 と CLS 対応力方ラとの組み合わせで、 i - TTL 調光モードを使った撮影の 

基本的なステップを説明しています。 

巧連続発光についてのご注意 

-発光部び過熱するのを防ぐため、連続発光は15回でいったん発光を止めて、 
発光部を10分];(上、自然;令却してください。 

•連続発光を断続的に繰り返した場合は、内部の安全機構び働さ、発光間隔び 
最大で15砂程度まで長くなることびあります。この状態か5さ5に連続発光 
を行ラと、「高温検出警告画面」に変わり、発光び禁止されて、電源 OFF と力 
スタムメニュー設定を除<操作びでをなくなります（の E -23)。 この場含は数 
分間、発光を止めると警告画面び消えて、通常の操作びでさます。 

-安全機構び作動ずるまでの時間は、周囲温度や SB -910 の発光量によって異な 
ります。 

電池を入れる 

〇電池ぶた□ック解除ボタンを押しな 
び5、電池ぶたをスライドさせて 
開ける 


0+—表示の向きに電池を入れる 


©電池ぶたを巧さえなび6、スライド 
させて閉じる 



操作方法 

















撮影の基本ステップ 

誦使用でをる電池と電池交換 P 目安 

次の同じ種類の単3形電池4本を使います。 

電源 ON や発光後、レディーライト点灯までの時間び表のよラに遅くなった！5、 
早めに新しい電池に交換または充電してください。交換の隙は、4本とを新品電 
池をお使いください。 


電池の種類 

レディーライト点打までの時間 

1.5 V アルカ1」単3お電池 

20秒政上 

].5 VU チウム単3形電池 

师似上 

1 .2 V ニッケ^レ水素単3お充電池 

10秒政上 


•使用電池別の最短発光間隔、発光回数等は「仕様」をご覧ください。（口 H -20) 
-アルカリ電池はメーカーによ0性能び大をく異なることびあ0ます。 

- 1.5 V マンガン単3形電池のご使用はおすすめしません。 

•外部電源（別売）を使ラと電源供給び安定し、発光回数を増やしたり発光間 
隔を短縮できます。（口 H -11) 

巧電池についてのごま意 

•「安全上のごま意」の「危険」、「警普」、「注意」征 A -14 〜 A -18) のミ主意事項 
をお守0 ください。 

-「電池についてのごを意」（の H -7) をよくお読みの上、内容を充分に理解して 
か5正しくお使いください。 

-リチウム単3形電池は発熱時に出力電流を抑える機能を備えているため、連 
続発光すると発光間隔び長くなることびあ0ます。 

■電池容量不足画面 


操作方ま 


電池容量び不足すると、表示パネルび左の画面に変 
わり、すべての動作び停止します。新しい電池に交 
撰または充電してください。 


















ステップ 2 


カメラに取り付ける 



OSB -910 およびカメラの電源 
OFF を確認ずる 


0 □ックレバーび 左（白丸） に 
あることを確認ずる 

包取付け脚をアクセサリーシユー 
に差し込み、奥まで押し込む 



〇□ックレバーを ちに L の 位置 
まで回ず 

で□ックの確認 

□ックレバーび 止ま 0、□ック 機構の指 
標び合っていることを確認してください。 


誦カメラか己の取かし方 



OSB -910 およびカメラの電源を 
OFF にしてか5、□ックレバ 
一を左に90°回し、取付け脚 
をゆっくり引き巧く 

•取付け脚び引さ抜けない場合は、ち 
5—度、ロックレバーを左にいっぱ 
いまで回してからゆっくり引き巧い 
て < ださし、。 

-無理に引さ巧かないでください。 
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撮影の基本ステップ 


I ステップ 3 


フラッシュへツドを設定する 



〇フラッシュへッド□ック解除 
ボタンを押しながら、フラッ 
シュへッドを正面に設定ずる 

-フラッシュへッドは正面および上方 
向90‘ で□ックされます。 


フラッシュへッドの状態表示 


AITTLI 旧 LI 

ISO 200 1 

40.6-6.7m 

日 . S 1 5 4 日 16 - 

温 m 24 mm F 5.6 

i 

ZOOM の 安 





正面に設定されている。 

フラッシュへッドび正面がに設定さ 
れている。（上方、左ちバウンス表示） 
フラッシュへッドび下方向に設定され 
ている。（下方バウンス表示） 
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OSB -910 およびカメラの電源を 
ON にずる 


画面表示例 

•次の画面は、 i - TTL 調光モード、 FX フオーマット、スタンダード配光、 ISO 感 
度200、照射角 24 mm 、 絞0値 F 5.6 の場合の表示例でず。 

•表示は、 SB -91 日の設定や使用ずるカメラ、レンズによって異な0まず。 


SB -91 日の発光に SB -910 の状態を 

関する表术 表术 


発光モード 
ISO 感度 

調光範囲- 

FX フ オー マット- 

备フアンクション- 
ボタンの機能 


各 ISO 200 


10 . 6 - 6.7 


强 m 


24 mm F 5.6 


-ZOOM 


阻 


AF ■ミ 

Da- 


- CLS 対応カメラに 
接続中 


照射角 絞り値 



ステップ< 


電源を ON にする 


操作ちま 
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撮影の基本ステップ 


ステップタ 


巧光モードを設定し、撮驚する 



0[ MODE ] ボタンを押して、発 
光モード表示を反おさせる 

0セレクターダイヤルを回して 
圧互！己を表示させる 

©[0 K ] ボタンを押す 


発光モードの切り換えち 

セレクターダイヤルをちに回すと、発光 
モードびなのよ5に切り換わります。 


广画跑 ♦岡 t 醫卜剛 ♦阿*關^ 


• 使用でさない発光モードは表示されません。 

- [ MODE ] ボタンを巧してち、同様に切 D 換えられまず。 




OSB -910 またはカメラのフアイ 
ンダー内のレディーライト① 
点归を確認して、撮影ずる 


























































設定と表示について 


表示パネルのアイコンは各種設定状態を表わし、発光モードや設定状態によつ 
て異なります。 

-各種設定は、基本的に次の方法で変更でをます。 

〇変更したい項目のボタンを押し 
て、反転表示させる 

0セレクタ ー ダイヤルを回して、 
設定を選択ずる 

©[〇のボタンを押して、設定を 
確定ずる 

-確定した項目び通常の表示に戻ります。 
- [0 K ] ボタンを押さない場合は、約8 
秒び経過すると設定び確定します。 


因設定を初期設定に戻ずには（ツーボタンリセット） 

各種の設定（カスタムメニユーを除く）を初期 
設定に戻すには、フアンクシヨンボタン]と3(緑 
の♦印付を）を同時に約2秒間押して<ださい。 
•表示パネルび反転表示媛、通常表示に戻れば 
完了です。 
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操作ちま 
































カスタムメニューにごいて 

表示パネルで確認しなびら、各種の設定びでさます。 

-表示されるアイコンは、組み合わせるカメラや SB -910 の設定によって異なり 
ます。 

-網目の枠のメニューは、設定しても設定内容び反映されない状態であること 
をしています。 

誦カスタムメニューの設定方法 



OCMENU ] ボタンを押して、力 
スタムメニュー画面にずる 

0セレクターダイヤルを回して 
設定したいメニューを選び、 
[0 K ] ボタンを押す 

-反転表示のメニューび設定でさまず。 
設定中は反転表示されます。 


設定び反映されないメニューは網目の枠になりまず。 


操作方法 
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©セレクターダイヤルで設定内容 
を選び、 [0 K ] ボタンを押ず 

-選択中は反転表示されまず。 

- [0 K ] ボタンを巧ずと、メニュー選 
お画面に戻ります。 


►■は現在の設定内容 


■jlQB 

U ◎ 回 1 

r た巧 PTi 网 

錢回 

圆 I1 

さ支回 

1 も WIRELESS 胃 

回 


4 


選択でをる設定内容 


〇 [ MENU ] ボタンを}甲して、力 
スタムメニューを終了ずる 

•通常の表示に戻0ます。 
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カスタムメ ニュー について 

瞧よく巧5メニューだけ表示でをる r マイメニュ ー J 

「MY MENU :マイメニュー」は、よく使うメニューだけを登録してカスタムメ 
ニュー画面に表示させる機能です。 

-登録メニューは必要に応じて追加、削除できます。 

•すべてのメニューを表示させる場合は 「FULL :フルメニュー」に設定してく 
ださい。 

マイメニューの設定方法 

or マイメニュー①設定 J で 「 SETUP 」 
を選択し、 [0 K ] ボタンを押す 




0セレクターダイヤルで登録ずるメニ 

ューを選び、ファンクシヨンボタン 
2を押す 

-メニューのチェックボックスに回び表示され 
ます。 

-登録でさないメニューはチェックボックスび 
表示されません。 

•登録削除する場合は、ち度ファンクションボ 
タン2を巧してチェックボックスの回を外し 
て < ださい。 

•ファンクションボタン1を巧すと、今回の登 
録や削除を無効にして、 r マイメニューの設定」 
に戻ります。 


B-15 







































©手順 0 を繰返し、ずべてのメニュー 
を登録した5、 [0 K ] ボタンを押し 
て「マイメニューの設定」に戻る 

OTMENUJ ボタンを押して、カスタム 
メニューを終了ずる 

-通常の表示に戻ります。 


m カスタムメニユーのぺージ切り換え機能と表示切り換え機能 
ページの切り換え 

メニユー選択画面では、フアンクシヨンボタン1と2でページを切り換えること 
びでさます。 

. ページ数は]ページか55ページまで、設定によって異なります。 

•表示中のぺージの位置は、ちのバーで確認でをます。 

表示の切り換え 

ニュー選択画面では、フアンクシヨンボタン3でフル;ニュー表示とマイメ 
ニュー表示を切り換えることびでさます。 


t :前のページを表示 
ん：巧のページを表示 




操作ち法 


置/を：フル y こュ-表示 
国/^^^ :マィニュー 表示 


B-16 



































カスタムメニューにごいて 


誦カスタムメニューの詳細 


• 太字は初期設定です。 


1 面 


外部自動調光モードの設定 （ mC -4、 C -7) 

田細 ■ 

感回 

ク澗 

回 

絞0連動外部自動調巧モード（モニター発巧あ 0) 

絞り連動が部自動調光モード（モニター発光なし） 

列部自動調光モード（モニター発光あり） 

外部自新調光モード（モニター発光なし） 



1 ク函 B 1 

マスターフラッシュのリピーティングフラッシュモードの 設定 

(の D-8) 

f- \ 

A 、 占 ’ B 

ON 

fTiiaa 

ON: U ピーティングフラッシュモードを設定 

OFF ： リピーティングフラッシュモードを設定しない 


1 画！ 1 

マニュアル発光量のステップ幅の設定 （口 C -1 弓） 

マニュアル発光モード時の発光量 M 1/1と1/2の間のステップ幅を設定しまず。 

圆 1/1 • 

圆 

1/3 EV 

1/3 EV ： 1/3段刻みで変化 

1 EV :1 段勁ヒ 


1 た^ WIRELESS 1 

ワイヤレス増打モードの設定 （田 D -1) 

A B B 

SU -4 

Advanced :アドバンストワイヤレスライテイング 

SU -4： SU -4 タイプのワイヤレス増な 
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テスト発光ボタンの設定 （の E -21、 E -22) 

み 

MODELING 

FLASH: テスト発が 

MODELING ： モデリング発光 


FLASH 各 i 

i-TTL 調光モード時のテスト発光量の設定 （の E -21) 

llALMki:fl 

M1/32 

M1/1 

1\/11/128:約1/128の巧量 

M 1/32:約1/32の光量 

M 1/1:フル発光 


1 FX/DX 1 

FX/DX フォーマットの設定 （の A -6) 


照射角の手動設定時の FX / DX フォーマットを設定します。 

M 

FXWDX :カメラに合わせて自動切り換え 

zoom 

FX : FX フォーマット (36 X 24) 

11出な W— 

DX:DX フオー マット (24 X 16) 

FX 


DX 



Z0™ 


才ートパワーズーム禁止の設定 （の E -19) 

照射角の自動設定機能を設定/解除します。 

zoom 

ON 

日 N :オートパワーズーム禁止（手動設定専用） 

OFF : 才ートパワーズーム（手動設定不可） 


1 AF 5 1 

AF 補助光/本発光禁止の設定 （口 E -20) 

AF 補助光の照射/禁止、スピードライトの発光禁止を設定します。 

巧 

OFF 

flF ONLY 

ON :AF 巧巧)巧を•顆射 

OFF : AF 補助光の照射禁止 

AF ONLY ： スピードライトの発光禁止 （ AF 補助光を照射） 


操作ちま 
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カスタムメ ニユー について 


1 STBV 〇 1 

スタンバイ機能の設定 （の E -22) 

自動的に待機（スタンバイ）巧態になるまでの時間を設定しまず。 

f^TiniM 

斗0 

80 

160 

300 

AUTO ： カメラの半巧しタイマーと連動 

40：40砂 

80：80砂 

1 如：160砂 

30日： 300砂 

— スタンバイ機能解除 


1 招。 1 

ISO 感度の手動設定 （口 E -21) 

ISO 感度を手動で設定しまず。 IS 03 〜8000の間で選択できます。 

64 

80 

125 

160 

▼ 

100: ISO 感度100 


亞 


U モートモード時のレディーライトの設定 （田 D -18) 

1」モートモード時の消費電力節減のためのレディーライトの点な/点滅/ミ肖 
〇を設定します。 




13扫ゴ 

REAR 

FRONT 


REAR , FRONT :を測び点な、前脚（リモートモード時）が点滅 

REAR ： 懐側のレディーライトのみ点む 

FRONT : 前側のレディーライト （ U モートモード時）のみ点滅 


I U 即 I 

表示パネルバックライトの点な/強制消打設定 （田 H - の 

ス 

OFF 

ON : 点な 

OFF ： 強制消な 


の 


表示パネルのコントラストの設定 （の H -8) 

設定できるコントラストは9段階で、グラフで表示します。 


9巧階の5段目 


操作方法 
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1 m/ft 1 

□m 

距離表示単位の設定 

m : メートル 

行：フィート 

ft 



1 WP '、- 1 

ワイドパネル破損時の照射角の手動設定 （ mE -11) 

ワイのくネル破損時に照射角を固定するか、手動設定するかを設定します。 

znom し 1 4 mm 

ON ： 手動設定可能 

ON 

niHM 

OFF ： 手動設定不可 


昆1 

マイメニユーの 設定 （ mB -15) 

カスタムメニュー画面で、すべてのメニューを表示するか、登録したメニ 
ューだけを表示ずるかを設定します。 

圓 

FULL ： ずべてのメニユーを表示 

MY MENU ： 登録したメニューのみ表示 

MY MENU 

SET UP 

SET UP : マイメニューの編集 


1 VER ' 1 

ファームウエアパージョン表示 （田 H -9) 

7 ぶ XX 



1 RESET 1 

カスタムメニューリセットの設定 

カスタムメニューの初期設定への U セットを実行します。 
cr 距離表お単位の設定」と「マイメニューの設定」を除く） 

VES 

YES ： 初期設定にリセット 

No : y セツトしなし、 
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i - TTL 調巧モード 

モニター発光を行って被写体か5の反射光をカメラで測光して、カメラびスピ 
ードライトの発光量を制御する調光方式です。 

• i - TTL 調光モードでの撮影手順は、「撮影の基本ステップ」をご覧ください。 
( mB -6) 

- i - TTL 調光モードは BL (バランス)調光またはスタンダード調光び選択で走ます。 


i - TTL-BL 調光 


被写体と背景光のバランスを考慮して発光量を制御する、バランス調光を行い 
ます。のて]既]び表示されまず。 


スタンダード i - TTL 調光 


背景光を考慮せず、主要被写体び基準麗光量になるよラに発光量を制御しまず。 
主要な被写体を強調した撮影に最適です。面□び表示されます。 

M カメラの測光モードと i - TTL 調光モードについて 

- i - TTL - BL 調光時にカメラの測光モードをスポット測光に切0換えると、自動 
的にスタンダード i - TTL 調光に切り換わります。 

•スポット測光からマルチパターン測光、中央部重点測光に戻ずと、 i - TTL - BL 調 
光に戻ります。 


発光モード 




発光モ—ド 
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i - TTL 調巧モードの設定方法 


〇 [ MODE ] ボタンを押ず 

0セレクターダイヤルを回して 
圧狂]医□または圧!□を表示させる 

©[0 K ] ボタンを押ず 


i - TTL 調光モード時の表示例 



を [ TT □阳) 


ィ 0.6-6. 7 m 



ホ 

画 

陋 


モニター発光を行いまず。 
i - TTL 調光を行います。 
バランス調光を行いまず。 


ZOOM の 


み 




i - TTL 調光モード時の調光節囲 


' 油 TTLI 旧 □ 

TCO ク OQ 


|0.6- 氏 7 m 

,ぶ， B 。 B ,5 . -ill^ 

Z 

rom^4mmh3.0 'll) 

い 

)0M 阻 を 




調光範囲は数字とインジケーターで表示され 
ます。 

-スピードライトか5被写体までの距離は、 
調光範囲内に設定してください。 

•調光範囲は FX / DX フオーマット、配光夕 
イプ、 ISO 感度、照射角、絞り値によって 
異なりまず。詳細は「仕様」をご覧くださ 
し、。（口 H -15) 


近距離側の調光限界 
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i - TTL 調光モード 


Siso 感度、絞り値、焦点距離の自動設定 

〔 LS 対応カメラ、 〔 PU レンズとの組み合わせ時は、 ISO 感度、絞り値、焦点距 
離などのカメラやレンズの情報は SB -910 に自動的に設定されます。 

- ISO 感度連動範囲の詳細は、お使いのカメラの使用説明書をご覧ください。 

巧光量不足警告び出た S 



発光直後にカメラのファインダー内および 
SB - 引0のレディーライトび約3秒間点滅 
した場をは、撮影に必要な光量び不足して 
いる可能性びあります。 

スピードライトか5被写体までの距離を短 
くする、絞り値を開放側にする、 ISO 感度 
を上げるなどして、撮影し直してください。 
TTL 調光アンダー表示と、光量不足量の目 
安となるアンダー量び、約3抄間表示され 
ます。（表示範囲： 一0.3 EV 〜一 3.0 EV ) 

TTL 調光アンダー量表示は、消口後ちファ 
ンクシヨンボタン3を押すと、押している 
間は表示されます。 
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絞り連動か部自動 調 光モード 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光用センサー窓 
で測光し、カメラか 5 伝達される ISO 感度-絞り値-焦点距離-露出捕正値な 
どの情報を加えて、スピードライトび発光量を制御します。 

瞧絞り連動か部自動調光モードの設定方法 

絞り連動外部自動調光モードとが部自動調光モード（口 C-7) の切り換えは、力 
スタムメニューで行います。（口 B -17) 

•初期設定は絞り連動が部自動調光モード（モニター発光あ 0) です。 

-カメラか5絞0値情報び伝達されない場合は、自動的に外部自動調光モード 
に設定されます。 



O [ M 0 DE ] ボタンを押ず 

0セレクターダイヤルを回して 
區国を表示させる 

0[ OK ] ボタンを押ず 


絞り連動が部自動調光モード時の表示例 


- 

1み國 J 

40-6 ィ .7 m 

1 口 - 己 1 a 4 B 1 B づ 

H 語 im 24 mm F 5.6 

— 

II ZOOM の み 


み:モニター発光を行います。 

區 a :絞0連動が部自動調光を行います。 
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絞 0 連動が部自動調光モード 


因モニター発光について 

•モニター発光の有無は、カスタムメニューで選択できます。 （ mB -17) 
•「モニター発光あり」に設定すると本発光直前にモニター発光を行い、本発光 
に必要な被写体情報を収集して発光を制御するので、「モニター発光なし」に 
比べて、よ0精度の高い発光制御とな0ます。 

•オート FP 八イスピードシンク□撮影（口 E -24)、 FV □ック撮影（口 E -24) を 
する場合は、「モニター発光あり」に設定してください。 

絞り連動が部自動調光モード時の調光節囲 

調光範囲は数字とインジケーターで表示されます。 
-スピードライトか5被写体までの距離は、調 
光範囲内に設定してください。 

•調光範画ま FX / DX フォーマット、配光タイプ、 
ISO 感度、照射角、絞り値によって異な0ます。 
詳細は「仕様」をご覧ください。（口 H -15) 
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発光直後にカメラのファインダー内および 
SB -91 0のレディーライトび約3秒間点滅した場 
合は、撮影に必要な光量び不足している可能性び 
お0ます。 

スピードライトか!5被写体までの距離を短くする、 
絞り値を開放側にする、 ISO 感度を上げるなどし 
て、撮影し直してください。 


m 撮影前に光量不足を確認ずるには 



実隙の撮影と同様にカメラと SB -910 を設定し、 
テスト発光します。 

-発光直後にレディーライトび点滅した場含は、 
撮影に必要な光量び不足している可能性びあ0 
ます。 


I 絞り連動か部自動調巧モードの撮影手順 


化國 

t 八〇 



ィ0.6-己7 m 

AF ■ミ 


0.61 S 4 B 16 

ifla 

zoom ム mm t J.U 

ZOOM 阻 

み 





〇スピードライトか5被写体までの距 
離び調光範囲内にあることを確認ず 
る 

©レディーライトの点'打を確認して、 
撮霞ずる 


巧光量不足警告が出た5 



発光モ—ド 
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外部自動調光モードと絞り連動外部自動調光モード（口 C -4) の切り換えは、力 
スタムメニューで巧います。（口 B -17) 

•巧期設定は絞0連動外部自動調光モード（モニター発光あり）です。 

〇 [ MODE ] ボタンを押ず 

0セレクタ ー ダイヤルを回して 
回を表示させる 
©[0 K ] ボタンを押す 



外部自動調光モード時の表示例 




40.6-6.7 m 

占 F ■ミ 

鼎 m 24 mm F 5.6 

11 a 

ZOOM 阻 FMo 

み 


4 :モニター発光を行います。 

回:外部自動調光を行います。 


絞り値。 SB -910 で設定した場合は、 
アンダーラインび表示されます。 


か部自動調光モード 

スピードライトの発光による被写体か5の反射光を外部自動調光用センサー窓 
で測光し、スピードライトび発光量を制御します。 

圓か部自動調光モードの設定方法 
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因モニター発光について 

•モニター発光の有無は、カスタムメニューで選択できます。（口 B -17) 

-「モニター発光あ0」に設定すると本発光直前にモニター発光を巧い、本発光 
に必要な被写体情報を収集して発光を制御するので、「モニター発光なし」に 
比べて、より精度の高い発光制御となります。 

•オート FP 八イスピードシンク□撮影（口 E -24)、 FV □ック撮影（口 E -24) を 
する場をは、「モニター発光あり」に設定してください。 

外部自動調光モード時の調光節囲 

調光範囲は数字とインジケーターで表示され 
ます。 

-スピードライトか5被写体までの距離は、 
調光範囲内に設定してください。 

•調光範囲は FX / DX フ オーマット、 配光夕 
イプ、じ0感度、照射角、絞り値によって 
異なります。詳細は「仕様」をご覧くださ 
し、。 （口 H -15) 


み回 

Tcn ク AO 

-: 


ィ0.6-6.7 m 

□ 6 1 S 4 B 1E 

QF ■ミ 

zoom と 4 mm 卜 D.O 

ZOOM 阻 FMo 

4 
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外部自動調光モード 

国外部自動調巧モードの撮驚手順 


〇ファンクシヨンボタン3を押して、 
絞り値表示を反転させる 
©調光範囲を確認しなび5、セレク 
ターダイヤルを回して絞り値を設 
定ずる 

-絞り値はファンクションボタン3を巧し 
てち変更でさまず。 

-スピードライト占、 S 被写体までの距離 
び調光範囲内にあれば、適切な露光量 
び得日れます。 

©[0 K ] ボタンを押す 

OSB -910 に設定した絞り値を、レ 
ンズまたはカメラに設定ずる 

0レディーライト①点： la を確認して、 
撮影ずる 

巧光量 不足 警告が 出た S 

発光直後にカメラのファインダー内および SB - 910のレディーライトび約3秒間 
点滅した場合は、撮彰に必要な光量び不足している可能性びあります。 

スピードライトから被写体までの距離を短くする、絞0値を開放側にする 、 ISO 
感度を上げるなどして、撮彰し直してください。 

因撮影 前に 光量 不足を確認するには 

実際の撮影と同様にカメラと SB -910 を設定 
し、テスト発光します。 

-発光直後にレディーライトび点滅した場合 
は、撮影に必要な光量び不足している巧能 
性びあります。 




































距離優巧マニュアル発光モード 

スピードライトから被写体までの距離を設定すれば、力;ラの設定にをわせて 
適正な発光量をスピードライトび自動的に設定するマニュアル発光です。 

瞧距離優巧マニュアル発巧モードの設定方法 

距離優先マニュアル発光モードは、フラッシュへッドび正面および下方向政外 
に設定されていると設定でをません。 

〇 [ MODE ] ボタンを押ず 

0セレクターダイヤルを回して 
匿团を表示させる 

0[ OK ] ボタンを押ず 



距離優先マニュアル発光モード時の表示例 

(スピードライトか5被写体までの距離び 5 m の場合) 



距離（数値) 


設定した距離 (▼) と調光範囲(インジケーター) 
設定した距離び調光範囲内にあれば、 

適切な露光量び得られます。 
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距離優巧マニュアル巧化モード 


画距離優巧マニュアル巧巧モードの撮露手順 


〇フアンクシヨンボタン3を押して、 
距離表示を反転させる 

0セレクタ ー ダイヤルを回して距離 
を設定し、 [ OK ] ボタンを押ず 

-距離はフアンクシヨンボタン3を巧して 
わ変更でさます。 

-設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m で 、 ISO 
感度によって異なります。 

0レディーライトの点りを確認して、 
撮影ずる 



距離優先マニュアル発光モード時の設定可能な撮影距離 

-設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m です。 

-スピードライ h か5被写体までの距離び距離表示と異なる場含は、近距離側 
の数値に設定してください。例えば、スピードライトか5被写体までの距離 
び 2.7 m の場合は、 2.5 m に設定します。 

巧光量不足警告が出た S 



発光直後に力六ラのファインダー内および 
SB -91 日のレディーライトび約3抄間点滅し 
た場合は、撮影に必要な光量び不足してい 
る可能性びあります。 

絞り値を開放側にする、 ISO 感度を上げるな 
どして、撮影し直してください。 
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m 距離優先マニュアル発光モード時にフラッシュヘッドを回転させると 

-距離優先マニュアル発光モード時にフラッシュへッドを正面および下方向 
外に設定ずると、自動的に絞り連動が部自動調光またはが部自動調光モード 
に切り換わります。 

-フラッシュへッドを正面または下方向に戻すと、自動的に距離優先マニュア 
ル発光モードに戻ります。 


発光モ—ド 
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マニュアル発光モード 


任意の絞り値と発光量の組み合わせで、スピードライトか5被写体までの距離 
や露出を撮影者び設定でをます。 

•発光量は M VI (フル発光）か日 M 1/128の微か発光まで、撮影意図に合わ 
せて設定でさまず。 

-マニュアル発光モードでは、撮影後の光量不足警告は行われません。 


I マニュアル発光モードの設定方法 


f . ^ 

幅 ] 1/1】 

6.7 m 

Q ■ 巨 1 S 4 白 1B -5 

飄 m 24 mm F 5.6 '1 

1 

ZOOM M 

V — — 

リノ 



OCMODE ] ボタンを押ず 

0セレクターダイヤルを回して 
圆を表示させる 

©[0 K ] ボタンを押ず 


マニュアル発光モード時の表示例 

マニュアル発光量 


1 圆 1/1| 

( も.， 

7 ml AF, 

zoom '4 mm I 

■3^ 山。 

ZOOM M 

み 


. 調光距離（数値） 


-調光距離 （▼) 
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発光モ—ド 































マニュアル巧巧モードの撮露手順 



〇フアンクシヨンボタン2を押し 
て、発光量表示を反おさせる 

©セレクターダイヤルを回して 
発光量を設定し、 [0 K ] ボタ 
ンを押ず 

-発光量はフアンクシヨンボタン2を 
押してち変更でさます。 

-スピードライト占、5被写体までの距 
離は、表示された調光距離に合わせ 
てください。 

©レディーライトの点巧を確認 
して、撮霞ずる 


m レンズの絞り値情報びない場合 

カメラか 5 SB -910 にレンズの絞0値情報び伝達されない場合は、ファンクシヨ 
ンボタン3に絞 D 値設定機能び割り当て5れます。 



SB -910 で設定した絞り値は 
アンダーラインび表おされまず。 
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マニュアル発光モード 

■ マニュアル発光モード時の発光量の設定方法 

発光量表示び反転しているときにセレクターダイヤルを回すと発光量び変化します。 


セレクターダイヤル 
を左に回ず 


セレクターダイヤル 
をちに回ず 



上図のように、セレクターダイヤルを左に回すと分母び大きく镜光量び小さく） 
な0、ちに回すと分母びルさく（発光量び大さ〇なります。 

発光量は1/3段ずつ変化します （1/1 と1/2の間を除く）。従って、 1/32-03 
と V 64 + 0.7 は同じ発光量を意味します。 

M 1/1と1/2の間のステップ幅は、初期設定では1段でずび、カスタム六ニュー 
で1/3段に設定できます（口目-17)。お使いの力方ラによっては、シャッター 
スピードを速くすると M 上の光量び M 1/2と同程度までルさくなるこ 

とびあ0ます。 
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リピーティングフラッシュモード 

シャッターび開いている間、スピードライトが連続発光して、 ] コマの画面内に 
被写体の連続した動さを写し込める発光モードです。 

•1」ピーティングフラッシュ撮影時は、新品電池またはフル充電した電池を使用し、 
1回のレ U - ズごとにスピードライトの充電時間を充分にとってください。 

. シャッタースピードび遅<なりますので、兰脚のご使巧をおすすめします。 

• U ピーティングフラッシュモードでは、撮影後の光量不足警告は行われません。 

■ U ピーティングフラッシュモードの設定方法 

〇 [ MODE ] ボタンを押ず 

0セレクターダイヤルを回して 
医 E 五を表示させる 

©[0 K ] ボタンを押ず 



リピーテイングフラッシュモード時の表示例 


発光回数 



発光量 
発光間隔 
調光距離（数値) 


調光距離 （▼) 
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u ピーテイングフラッシュモード 
誦巧光量、発光回数、発光巧隔の巧め方 

•発光回数 ( Times ) は]コマで連続発光させる回数です。 

•発光間隔 ( Hz ) は]秒間当たりの発光回数です。 

•発光回数は最大の発光回数であ0、露光中にだけ発光するため、シャッター 
スピードを速 < したり、発光間隔を長 < 設定すると、実隙の発光回数は設定 
した回数下になります。 

-発光量と発光間隔の組み合わせによ0、次のよラに最大連続発光回数び制限 
されています。表を参照して、各数値を設定してください。 

最大連続発光回数 


お網巧 

発光量 

Ml/8 

M1/8- 

1/3EV 

M1/8- 

2/3EV 

Ml/16 

M1/16- 
1/3 EV 

M1/16- 
2/3 EV 

Ml/32 

M1/32- 

1/3EV 

M1/32- 
2/3 EV 

Ml/64 

M1/64- 

1/3EV 

M1/64- 

2/3EV 

M1/12S 

1Hz 

14 

16 

22 

30 

36 

46 

60 

68 

78 

90 

90 

90 

90 

2Hz 

3Hz 

12 

14 

18 

30 

36 

46 

60 

68 

78 

90 

90 

90 

90 

4Hz 

10 

12 

14 

20 

24 

30 

50 

56 

64 

80 

80 

80 

80 

5Hz 

a 

10 

12 

20 

24 

30 

40 

44 

52 

70 

70 

70 

70 

6Hz 

6 

7 

10 

20 

24 

30 

32 

36 

40 

56 

56 

56 

56 

7Hz 

6 

7 

10 

20 

24 

26 

28 

32 

36 

44 

44 

44 

44 

8Hz 

5 

6 

8 

10 

12 

14 

24 

26 

30 

36 

36 

36 

36 

9Hz 

5 

6 

8 

10 

12 

14 

22 

24 

28 

32 

32 

32 

32 

10Hz 

斗 

5 

6 

8 

9 

10 

20 

22 

26 

28 

28 

28 

28 

20Hz 

4 

5 

6 

8 

9 

10 

12 

14 

18 

24 

24 

24 

24 

30Hz 

40Hz 

50Hz 

60Hz 

70Hz 

80Hz 

90Hz 

100 Hz 
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■リピーテイングフラッシュモードの撮露手順 



〇ファンクシヨンボタン2を押して、 
発光量表示を反おさせる 

0セレクターダイヤルで発光量を設 
定し、 [0 K ] ボタンを押ず 

•発光量は、ファンクシヨンボタン2を巧 
してち変更で舌まず。 

. 設定できる発光量は、1/8〜1/128です。 

0ファンクシヨンボタン3を押して 
発光回数表示を反おさせ、セレク 
夕ーダイヤルで発光回数を設定し、 
[0 K ] ボタンを押ず 

〇ファンクシヨンボタン3を押して 
発光間隔表おを反おさせ、セレク 
ターダイヤ J レで発光間隔を設定し、 
[ OK ] ボタンを押ず 

©設定した発光量と焦点距離からガ 
イ ドナン バーを 求める 

•ガイドナンバーの詳細は、仕様をご覧 
くださし、。（口 H -17) 

〇スピードライトか5被写体までの 
距離とガイドナンバーから絞り値 
をホめて、カメラ側で絞り値を設 
定ずる 

-絞0値は計算までホめます。（口 H -4) 

- SB -910 では絞0値を設定でさません。 

-設定した発光量と絞0値に見合ラ調光 
距離び表示されまず。 
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y ピーテイングフラッシュモード 


カメラの液晶表示 



〇シャッタースピードを設定ずる 

-次の計算式で巧めた秒数よりわ遅いシャッタース 
ピードにしてください。 

発光回数-発光間隔=秒数 
•例えば、発光回数を10回、発光間隔を 5 Hz に設定 
した場合、シャッタースピードは2秒よ0低速に設 
定して < ださい。 


- Bulb (バルブ）も設定できます。 

〇レディーライトの点口を確認して、撮影 
ずる 


因撮影前に発光状態を確認ずるには 



実隙の撮影と同様にカメラと SB - 引0を設定し、 
テスト発光します。 

-設定した発光間隔と発光回数で発光します。 


巧リピーティングフラッシュ撮影時の露出の補正 

-手順の〇で設定した絞り値で得5れる調光距離は、最初の発光で適正露出と 
なる値です。そのまま U ピーティングフラッシュ撮影すると、像び重なった 
部分の露出びややオーバーになります。 

•必要に応じてカメラ側の絞り値の設定でアンダー側に露出補正してくださし、。 
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ワイヤレス増な撮影 


アドバンストワイヤレスライテインク撮影 



•マスターフラッシュ（主阿）は、力;ラに装着した SB - 弓1日り台のみ）です。 

-リモートフラッシュ（補助好）のグループは最大3つ （ A 、 B 、 C ) を設定できます。 
-リモートフラッシュの1グループは1台または複数のスピードライトで設定で 
をます。 

-マスターフラッシュおよびリモートフラッシュの各グループごとに、異なる 
発光モードや調光補正値を設定でさます。 

D— 1 



S B-9 10のワイヤレス増•なの仕組み 

sB -9 io では、 r アドバンストワイヤレスライティグ（初期設定)」と rsu -4 タイプ」 
の2つのワイヤレス増阿撮影びでさます。 

-一般的な増阿撮影にはアドバンストワイヤレスライティング撮影をおすすめ 
します。 

.「アドバンストワイヤレスライティング」と rsu-4 タイプ」はカスタムメニ 
ユーで切り換えます。（口 B -17) 


つ資 i 








SB -910 のワイヤレス増なの仕組み 


SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影 



マスターフラッシュ（主阿）は、カメラに装着したスピードライトまたは力 
メラの内蔵フラッシュび使えます。 

マスターフラッシュは必ずモニター発光を解除するか、モニター発光しない 
発光モードに設定してください。 

U モートフラッシュの発光モードは、 U モートフラッシュ側で設定しまず。 
U モートフラッシュ同±は同じ発光モードに設定してくださし、。 
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*1 カスタムメニューの設定に関係なく、絞り連動が部自動調光モードになります。レン 
ズ情報（焦点距離、絞り値）び得られないとさは、自動的に外部自動調光モードにな 
ります。 

*2 4つのチヤンネルから1つを使用します。複数の人びアドバンストワイヤレスライテ 
イング撮影を巧っているとをは、誤発光を防止するため、他の人とは異なるチヤンネ 
ルに設定して < ださい。 


巧マスターフラッシュの r 発光なし」 について 

マスターフラッシュの発光モードを「発光なし」に設定して、 U モートフラッ 
シュのみで撮影する場合でわ、マスターフラッシュはか光量発光します。この 
が光量発光による露出への影響はほとんどありませんび、 ISO 感度を高感度に 
して近距離撮影ずると被写体露出に影響を与える場合びあ0ます。この場含は、 
影響びなくなるまでマスターフラッシュのフラッシュへッドを上ち向にバウン 
ス調節してくださし、。 


■ 


SB -910 のワイヤレス増な撮影機能 



マスターモード時 

MASTER 

リモートモード時 

REMOTE 

アドバンス 
トワイヤレ 
スライテイ 
ング撮該 

発光モード 

• i - TTL 調光モード 
-絞り連動が部自動調光モード*1 
•が部自動調光モード*1 
.マニュアル発光モード 
•発光なし 

マスターフラッシュで設 
定（グループごとに異な 
るモードを設定可能） 

IJ ピー テイング 
フラッシュ撮影 

カスタムメニューで設定 

使巧可能 

調光補正値 

設定可能 

マスターフラッシュで設 
定（グループごとに異な 
る値を設定可能） 

グループ 

最大3グループ （ A 、 B 、 〇 

チヤンネル* 2 

4チヤンネル （1 〜 4) 

SU - 4タイ 
プのワイヤ 
レス増な 
撮影 

発光モード 

-絞り連動が部自動調光モード*1 
•が部自動調光モード*1 
-距離優先マニュアル発光モード 
.マニュアル発光モード 

• AUTO けートモード） 
•M (マニュアルモード） 
•OFF (受光禁止） 

調光補正値 

設定可能 

- 


ワイヤレス増な撮影 
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マスターフラッシュとしての設定 



圆： TTL 

G.Geu |ch1 

1 

回： TTL 

O-Ucij 


固 ：--- 

ち F* 


回 ；… 

强 m24 

Tim F 5.6 


ZOOM 

SEL CH 去 


〇ワイヤレス増'灯モ— 
チの指標を [MAST 
わせる 

-ワイヤレス増ロモード: 
ック解除ボタンを押し? 
<ださい。 



マスターモード設定時の表示例 （i-TTL 調光モード時) 



マスターフラッシュの 照射 角 
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ツ合 

イに 

ス] 




□て 
はし 
チ回 
ツら 

V び 
ス」ぶ 


D 


ワ V ヤレス増な撮影 
































リモートフラッシュとしての設定 


〇ワイヤレス増 ロモー ドスイツ 
チの指標を [ REMOTE ] に合 
わせる 

-ワイヤレス増なモードスイッチは □ 
ック解除ボタンを巧しなび5回して 
<ださし、。 


リモートモード設定時の表示例 
(アドバンストワイヤレスライティング時） 

1」モートモード 


グループ 


チヤンネル 


も IRE 

極:い 
-國: [1 

巧 M ク 

Z 日日 m じ 

MOTEI 

S B C ] 

234 ] J 

4 mm ■ 

い- 

ZOOM 

SE し よ み 


-サウンドモニター 


リモートフラッシュの照射角 



つレス増な撮影 


D-5 


























アドバンストワイヤレスライテイング撮影 

■撮影の手順 


1. マスターフラッシュで発がモード、調が補正帽、チャンネルを設 
定する 

[ i - TTL 調光モード、チャンネル1の設定例] 

〇マスターフラッシュのフアン 
クシヨンボタン2を押して、 
圆を反転表示させる 

0[ MOD ロボタンを押してから、 
セレクターダイヤルで [ TTL ] 
を選択し、[〇のボタンを押す 

€) フアンクシヨンボタン3を押し 
てか5、セレクターダイヤル 
で調光補正値を設定し、 [ OK ] 
ボタンを押ず 

〇フアンクシヨンボタン2を押し 
て、回を反転表示させる 

-他のグループを設定ずる場合は、セ 
レクターダイヤルで逞巧してくださ 
い。 

©手順©、©に準じて、グルー 
プ A の発光モード、調光補正 
値を設定ずる 

©グループ A と同様に、グルー 
プ B 、 C を設定ずる 

〇フアンクシヨンボタン3を押 
してか5、セレクターダイヤ 
ルでに H 1] を選択し、[〇の 
ボタンを押ず 
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2, リモ-トフラッシュのグル-プ、チャンネル、照射ちを設 
定する 

[グループ A 、 チャンネル1の設定例] 


し トー ^ 

も IREMOTEI 

1 


■ 困 : Em ] 

画 ：1 234 
® m 24 mm 

ZOOM SEL 

よ 

み 

- 、 J 





〇リモートフラッシュのファンク 
シヨンボタン2を押してグループ 
表示を反おさせ、セレクターダイ 
ヤルで [ A ] を選択し、 [0 K ] ボタン 
を押ず 

•設定中のグループ、チャンネルび大を 
<表示されます。 

0ファンクシヨンボタン2を押して 
チャンネル表示を反おさせ、セレ 
クターダイヤルで [1] を選択し、 
[0 K ] ボタンを押す 

•必ず、 マスターフラッシュと 同じ チャ 
ンネルに設定してください。 

0ファンクシヨンボタン1を押して 
照射ち表おを反転させ、セレク 
ターダイヤルで照射ちを選択し、 
[0 K ] ボタンを押す 

〇レディーライト①点'灯を確認して、 
撮霞ずる 



で K 増な撮影 
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アドバンストワイヤレスライテイング撮露 


誦リピーティングフラッシュ撮影について 

アドバンストワイヤレスライティング撮影では、1」ピーティングフラッシュ撮 
影びでさます。 

- IJ ピーティングフラッシュモードへの切り換えは、カスタムメニューで行いまず。 
(口 B -17) 

リピーティングフラッシュ 時の表示例 


チヤンネル 
発光間隔 


マスターフラッシュ、 A 、 B 、 C グループの 
発光 ( ON ) /非発光 ( OFF ) 


D-8 


IJ ピーテインクフラッシュモード 
発光量 


発光回数 

I 


RPT 


1781 


2 Times 110 Hz 卜 


画 : ON 画 : ON 

圆 : OFF 回 : OFF 


思 m 


mm F 5.6 


ZOOM 


|[CH1 


s 


SEL 


CH 


4 


? ヤレ K 増打撮影 




























■ u ピーテイングフラッシュ時の設定方法 

•発光モードは r 発光あり」または r 発光なし」しか設定でさません。 

•発光量、発光回数、発光間隔はすべてのマスターフラッシュ、1」モートフラ 
ッシュに共通となりまず。 

•「 IJ ピーティングフラッシュモード」を参照して発光量、発光回数、発光間隔 
を設定してください。（口 C -17) 


1. マスターフラッシュを設定ずる 



〇マスターフラッシュのフアンクシヨン 
ボタン2を押して、設定ずる頂目を 
反転表示させる 

0セレクターダイヤルで設定内容を 
選択し、 [0 K ] ボタンを押す 


©フアンクシヨンボタン3を押して 
チヤンネル表示を反転させ、セレク 
夕ーダイヤルで選択し、 [0 K ] ボタン 
を押す 



ワ 

イ 

ヤ 

レ 

ス 


g 


2. リモートフラッシュを設定ずる 

〇リモートフラッシュのグループ、チャンネル、照射角を設定ずる 

-設定方法は 1 X 0-7 を参照してくださし、。 
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SU -4 タイプのワイヤレス増な撮影 

動さび速い被写体の増好撮影には、 SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影び適して 
います。 

誦 SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定方法 

〇カスタムメニューで rsu-4 タイプのワイヤレス増口」を設 

定ずる（口 B -17) 

0ワイヤレス増灯モードスイッチの指標を [ MASTER ] または 
[ REMOTE ] に合わせる 

-ワイヤレス増なモードスイッチは□ック解除ボタンを押しなび5回してく 
ださし、。 


マスターモー ド時の表示例 

SU -4 タイプ-1 r 


-発光モード 


マスターモード¬ 


-た [§ y ：4 J 鍾 

ISO 200 

^0.6~6.7 m 

0 .E 1 S 4 e 1 E 

强 m 24 mm F 5.6 


\b 


ZOOM 


阻 


リモートモード時の表示例 

SU -4 タイプ 


発光モード 


U モートモード 



-サウンドモニター 


ZOOM 

、 

よ 

み 

) 




つVヤレス増打震 
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U モートフラッシュの照射角 

















絞り連動が部自動調光、外部自動調光、距離 


な陋 [ 励 ] 

ISO 200 

■^0.6*6.7 m 

D B 1 B 4 B 1E づ I 

爾 m 24 mm F 5.6 '' 

la I 

ZOOM 阻 4 ■ 



優先マニュアル発光、マニュアル発光モード 
び設定でさます。（の D -3) 

発光モードは、 [ MODE ] ボタンを巧してから、 
セレクターダイヤルで選択し、 [0 K ] ボタン 
を押して決定します。 


巧マスターフラッシュのモニター 発光を解除ず る 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影時は、マスターフラッシュびモニター発光す 
ると適正な麗出び得5れません。 

- SB -910 はマスターモードに設定されると、モニター発光しません。 

- SB -910 山がのスピードライトをマスター フラッシュ として使用時は、モニ 
ター発光を解除して<ださい。解除の方法は、それぞれのスピードライトの 
使用説明書をご覧ください。 


リモートフラッシュの発光モード 


AUTO (オート )、 M (マニュアル )、 OFF (受光禁止）の3つびあります。 

発光モードは、 [ MODE ] ボタンを巧してから、 
セレクターダイヤルで選択し、 [0 K ] ボタン 
を押して決定します。 



瞧マスターフラッシュの発光モード 


つ資 i 
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SU -4 タイプのワイヤレス増な撮露 


[ AutoI (才ート）モード： 

-マスターフラッシュの発光開始と発光停止に連動して、 I 」モートフラッシュ 
ち発光開始と発光停止を行います。 

• マスターフラッシュと U モートフラッシュの発光量を合わせた調光びでさます。 
• マスターフラッシュの発光開始と発光停止を感知でさる距離は、マスターフ 
ラッシュの巧向正面で約 7 m 内です。 


圆（マニュアル）モード： 



フ 

イ^ 

ヤ 

レ 

ス 


舅 


-マスターフラッシュの発光開始に連動して、 U モートフラッシュび発光を開 
始します。発光停止には連動しません。 

-マスターフラッシュと U モートフラッシュの発光量を独立して設定できます。 

-マスターフラッシュの発光開始を感知できる距離は、マスターフラッシュ对 
向正面で約 40 m し U 内です。 

• 発光量は M 1/1 - M 1/128に設定でをます。 


Wfl (受光禁止）： 

マスターフラッシュび発光しても、リモートフラッシュは発光しません。 

巧リモートフラッシュの誤発光を防止ずるには 


リモートフラッシュは、静電気や周囲の電磁波ノイズによって発光する場合び 
あるので、使用しないときは、必ず電源スイッチで電源を OFF にしてください。 
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■撮驚の手順 

1. リモートフラッシュの発がモード、照射ちを設定する 

[AUTO (才ート）モードの設定例] 



©[ MODE ] ボタンを押してか5、 
セレクターダイヤルで [ AUTO ] 
を選択し、 [0 K ] ボタンを押ず 



0フアンクシヨンボタン1を押して 
照射ち表おを反おさせ、セレク 
ターダイヤルで照射ちを選択し、 
[0 K ] ボタンを押ず 

因 M (マニュアル）モード時は発光量 
を設定ずる 

M (マニュアル）モード時はフアンクシヨン 
ボタン2を巧して発光量を設定して<ださい。 



ワ 

イ 

ヤ 

レ 

ス 


g 


D-13 




































SU -4 タイプのワイヤレス増な撮露 

2. マスターフラッシュの発がモードを設定する 

[絞り連動が部自動調光モードの設定例] 



〇 [ MODE ] ボタンを押してか5、 
セレクターダイヤルで圍圏を 
選択し、[〇のボタンを押す 

. U モートフラッシュを AUTO (才ート） 
に設定した場合は、絞0連動か部自 
動調光、外部自動調光、距離優先マ 
二；！アル発光、マニュアル発光モー 
ドに設定します。 (口 D -3) 

- U モートフラッシュを M (マニュアル） 
に設定した場合は、マニュアル発光 
モードに設定します。 

©レディーライトの点幻を確認 
して、撮該ずる 
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リモートフラッシュについて 

■ y モートフラッシュの設定について 


• SB -910、 SB - 900、 SB -80 日、 SB -700、5 B -600、 SB - R 200は U モートモードに 
設定するとスタンバイ機能び解除されます。電池の消耗にま意してください。 

-リモートフラッシュの照射角は、狙いびはずれてを被写体に光び充分に当た 
るよラに、撮影画角より広めに設定します。特に、被写体に近い場合は、よ 
り広くする必要びあります。 

■ リモートフラッシュの配置について 


U モートフラッシュは、マスターフラッシュの光びワイヤレス U モートセン 
ヴー窓に入る位置（通常はカメラより被写体におい位置）に置きます。特に、 
手持ちで撮影する場合、マスターフラッシュの光び確実にワイヤレス I 」モー 
トセンサー窓に入るよラに、 U モートフラッシュはカメラより前に配置して 
<ださし、。 



つ資 i 
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u モートフラッシュにごいて 


マスター フラッシュと U モー トフラッシュの距離は、 マスター フラッシュの 
対向正面で約10のまで、両サイドで約 7 m までび目安です（アドバンストワ 
イヤレスライティング撮影時)。ただし、周囲の照明環境により、この距離は 
多少変化します。 

同時に使用でさる U モートフラッシュの台数に制限はありません。しかし、 
撮影環境によっては f 也のスピードライトの発光の影響を受けることびあるため、 
3台程度び実巧的でず。アドバンストワイヤレスライティング撮影の場合は、 
1グループ最大3台程度を目まにしてください。 

同じグループの U モート フラッシュは一力 所にまとめ、同じ方向に向けてく 
ださい。 



?ヤレ K 増打撮該 
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-マスターフラッシュと u モートフラッシュの間に障害物びあると、正常な交 
信びでさません。 

-リモートフラッシュの光び、力;ラの撮影レンズやマスターフラッシュのが 
部自動調光用センサー窓に入らないよラにしてください。 

• 付属のスピードライトスタンド AS -21 を使用すると、 U モートフラッシュを 
安定して設置でさます。スピードライトの取り付け、取0がしは、アクセヴ 
U —シューと同様に行ってください。 



配置び終わった5、必ずマスターフラッシュのテスト発光ボタンを押して、 
リモートフラッシュび発光することを確認してください。 

必ず U モートフラッシュのレディーライトの点灯を確認してか5撮影してく 
ださい。 


つ資 i 
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ワイヤレス増灯撮影時、撮影前後の SB -91 日の状況は、レディーライトとモニタ 
一音で確認することびできます。 

-リモートフラッシュの状況を音で知るには、サウンドモニター ON に設定します。 

サウンドモニターの ON / OFF は、フアンクシヨンボタン3で切り換えます。 

- U モートフラッシュのレディーライトは消費電力節減のため、カスタム六二 
ューで消灯させることびでさます。初期設定は、後側のレディーライトび点灯、 
前側のレディーライト（リモートモード時）び点滅する設定です。（口 B -19) 


レディーライトとモニター音による状況確認 


マス ター 
フラッシュ 

U モートフラッシュ 

が態 

レディーライト 

レディーライト 

サウンド 

モニター 

点な 

湊側び点な、前側 
(1」モートモード時） 

び点;诚 

ピ ー り回） 

ホ iHgjl-i-l |> 

化巧兀 J 

消灯後、 

充電完了で 
点な 

穫側び点な、前側 
( U モートモード時） 

び点滅または消打 

ピッピッ 
(2 回） 

正萬発光 

点滅 

(約3秒間） 

速い点滅 
(約3砂間） 

ピ_ピ_ピ_ 

(約3砂間） 

光量不足 警告* 1 

光量不足の可能性びあります。スピー 
ドライトから被写体までの距離を短くす 
る、絞り値を開放側にする、に日感度を 
上げるなどして、撮影し直してください。 

消灯後、 

充電売了で 
点な 

速い点滅 
(約6耿間） 

ピ ー . ピ ー . 

ピー（約3秒間） 

(U モー トフラッ 
シュのグループ 
によって音程び 
異なる） 

U モートフラッシュび正常に信号を受信 
で定ませんでした。スピードライト自身 
の反射光や、他の U モートフラッシュの 
光び強く入ってマスターフラッシュの発 
光停止を検出でをなかった可能性びあ 
ります。リモートフラッシュの位置を変 
えて、撮是ミし直して<ださい。 


* 1次の警告画面び表示されます。 


圆： TTL plajlcHi 

回 ： A 

回： M V64 -0.3e 。 み 

盟 ■mMnm F 5.6 


ム IREMOT 日 

画 ： [A e C'f?9^ 議 

圆 :[1234] Jfl 

飄 SI 24 mm 

ZOOM なし CH な 


ZOOM SEL よ み 


マスター-^フツンユ iJt ー トソフツンユ 
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ワイヤレス増な撮影時のが況確認について 


?ヤレ K 増打撮影 



















主な機能 


SB -91 日の各種撮影機能や撮影をヴポートする機能、カメラで設定する撮影機能 
を説明しています。 

-カメラ側の機能や設定については、お使いのカメラの使用説明書をご覧くださし、。 


配光タイプ切り換え機能（口 E -2) 


バウンス撮影（口 E -4) 
近距離撮影 （ mE - 弓） 


カラーフイルターを使巧した撮影（口 E -12) 


撮影をサポートする機能 
(口 E -18) 

調光補正 

オートパワーズーム 

AF 補助光 

ISO 感度の手動設定 
テスト発光 
モデ IJ ング発光 
スタンバイ 
過熱防止 

カメラ側の設定による 
撮影機能 （ mE -24) 

才ート FP ノ V イスピードシンク□撮該 

FV □ツク撮影 

ス□-シンク □ (スローシャツター)撮影 
赤目軽減発光撮影/赤目軽減ス□ーシンク □ (ス□ーシャツ 
ター）撮貢ミ 
後幕シンク□撮該 
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配光タイプ切り換え機能 


スピードライトの配光は、画面中央びいちばん明る<、周辺になるほど暗くな 
るのび一般的です。 SB -910 では、画面中央と周辺の光量差を制御する配光タイプ 
を3種類備えており、撮影シーンに応じて選択でをます。 




一般的なスピードライト撮影に適した、 
基本的な配光タイプです。 


周辺部の光量落ちび、スタンダード 
配光よ0さ5に少ないタイプです。 

. 集合写真など、画面の周辺部まで明る 
くしたい撮影に適しています。 


スタンダード配光に比べて、画面周辺部 
の光量は落ちますび、中む部ではより大 
をなガイ ドナンバーび得5れます。 

-ポートレートなど、四隅の光量落ちを 
気にしなし''撮影に適しています。 
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配光タイプの設定方法 



〇ファンクシヨンボタン1を 
押して、照射角表おを反転さ 
せる 

©ファンクシヨンボタン3を 
押して、配光タイプを切り換 
又る 

-設定中の配光タイプはアイコンで表示 
されます。 


•■ •■う 

スタンダード配光 均費配光 中央部重点配光 


因バウンスアダプター装着時、ワイドパネル設定時は 



フアンクシヨンボタン1を押して、配光 
タイプを切り撰えます。 

-フアンクシヨンボタン1を押すと、 

配光タイプに合わせて照射角ち切0 
換わります。 
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パウンス撮影 

フラッシュへッドを回転させて、天井などに反射させた光を利用する撮影をバ 
ウンス撮影といいます。被写体に正面からスピードライトの光を当てる場をに 
比べて、次のよラな効果びあります。 

•おい被写体だけび白とびずるのを軽減でさます。 

-背景に出る影を弱め5れます。 

-人物の抓や髪や服のてかりを抑え5れます。 

•バウンスアダプターを装着すると、スピードライトの光び広く拡散して、さ 
5にソフトに照明でさます。 

•バウンス撮影の比較作例の詳細は、別冊「作例集」をご覧ください。 


誦フラッシュへッドの設定方法 



まな機能 
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■バウンス角度、反射面の選び方 

•フラッシュヘッドを上方向に設定して、天井（反射面）にバウンスさせるの 
び最わ簡単な撮影方法です。 

-力;ラを縦位置に構えた場をは、フラッシュへッドを左ちに回転させると、 
同様の効果び得られます。 

•カメラ後方の天井や壁にバウンスさせると、上ちバウンスに比べて、さ5に 
やわ5か < 照明でさます。 

-反射面は、白色系で反射率の高いものを選んでください。反射面に色びあると、 
被写体にその色び影響します。 

-スピードライトの光び直接被写体に当た5ないよラにミち意してくださし、。 
•フラッシュヘッドと反射面との距離は、撮影状況にをよ0ますび、1〜 2 m 前 
後び理想的です。 

-反射面び遠過ぎる場含は、白い紙 ( A 4 判程度)を反射励こ利巧すると効果的です。 
このとき、反射光び被写体に当たっていることを確認してください。 
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バウンス撮影 

誦バウンスアダプターの巧い方 

-スピードライトの光びバウンスアダプターによって広い範囲に拡散され、 
さらに光をやわらげ影を抑えることびでをます。 

-カメラを縱位置に構えた場合でち、同様の効果び得5れます。 

-ワイドパネルを併巧すると、さ5に光を拡散する効果び得5れます。 
邮 -10) 



照射角表示 

みに山國 

ISO 200 

ィ0ぶ- 4.0 m み 

野が |[1も卜 F 5.6 ^ n 

: t 阻 み 


バウンスアダプター装着時の照射ち 
は、配光タイプに応じて、 FX フォー 
マットでは 12 mm 、14 mm 、17 mm 、 
DX フォー マットでは 8 nnm 、10 mm 、 
llmm に切り換えられまず。（口 H -16) 
配光タイプはフアンクシヨンボタン1 
で切り換えてください。（口[-3) 
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誦バウンス撮影の手順 


〇発光モードを設定ずる 

• i - TTL 調光、絞0連動が部自動調光、 
外部自動調光のいずれかに設定しま 
す。 


0カメラ側で絞り値、シャツタ 
ースピードなどを設定ずる 


©フラッシュへッドを設定し、 
撮影ずる 

• 「フラッシュへッドの設定方法」を参 
照して設定してください。（口 E -4) 


因バウンス撮影時の絞り値の設定方法 

•通常（フラッシュヘッドび正面位置）の撮影に比べて、バウンス撮影は光量 
び減かするため、2〜3段開放側（小さい数値）の絞り値に設定して、撮影結 
果を見て調整してください。 

-フラッシュへッドを正面!;(外の位置に設定すると、調光範囲の表示び消灯します。 
正面位置で調光範囲と絞り値を確認してか5、絞り値を設定してください。 
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バウンス撮影 


m キャッチライト反射板の使い方 

•バウンス撮影時、キャッチライト反射板を使ラと、人物の目に光を与えて、 
目を生を生さと表現でをます。 

-フラッシュへッドは上ち90°に向けてください。「フラッシュへッドの i 受定方ミま」 
を参照して設定してください。（口 E -4) 

反射板の設定方法 

ワイドパネルと反射板を一緒に引走出 
して、ワイドパネルだけを押し戻して 
ください。 

•戻すときは、再度ワイドパネルを引 
さ出して、反射板と一緒に押し戻し 
て < ださい。 
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巧距離撮影 

スピードライトか5被写体までの距離び約 2 m より近い場合は、フラッシュへッ 
ドを下方向に設定すると、被写体の下側にわスピードライトの光を充分に回す 
ことびでをます。 





み TTLIBLI 

ISO 200 广 

^0.6-6.7 m [ 5 ? 

0.E 1 S 4 B 1E —.\ 1 - 

野 om 24 mm F 5.6 'U ■ 

p 

ZOOM の 4 


フラッシュへッドを下方向に設定ずると、 
下方バウンスアイコンび表示されまず。 
ワイドパネルを使巧すると、スピードラ 
イトの光び拡散されるため、影を弱めた 
0、顔のてか0などを抑える効果びあ0 
ます。 

全長び長いレンズでは、スピードライト 
の光びレンズの先端部分でさえぎ5れる 
場合びあるので、ごを意< ださい。 
近距離撮影時は、スピードライトの配光 
や使用するレンズ、焦点距離などにより、 
撮影画面の一部び光量不足になるケラレ 
現象び発生する場合びあります。試し撮 
0をおすすめします。 


まな— 
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近距離撮該 


■ワイドパネルの設定 



照射角表示 

r も们口ぉ。 

ISO 200 

ィ 0.6-4. 2 m 巧; 

□. 巨 1 日 1E -j 

野が [1 4]而 f 5.6 心 n 

、の 支 


〇ワイドパネルをゆっくり引き 
出して発光部側に倒ず 


0キャッチライト反射板を押し 
戻ず 

•ワイドパネルを戻す場合は、ワイ 
ドパネルを起こして、まっすぐ奥 
まで巧し込んでくださし、。 


ワイドバネル設定時の照射角は、配光 
タイプに応じて、 FX フォーマットで 
は 12mnn、Mmm、17mnn、DX フォ 
—マットでは 8mnn、 1日 mm、 1 1mm 
に切り換え5れます。（口 H-16) 

配光タイプはフアンクションボタン1 
で切0換えてください。（口 E-3) 

照射角を手動で設定する場合は、カス 
タムメニューの「ワイドパネル破損 
時の照射角の手動設定」で 「ON (手 
動設定巧能)」に設定してくださし、。 
(ixiB-20) 


主な機能 
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下方バウンスによる巧距離撮影の手順 



〇発光モードを設定ずる 
©ワイドパネルを設定ずる 


谢 TTLI 旧 LI 


ISO 200 


40.6-4.2 m 

0 

□ B 1 S 4 日 1 巨 

® m |1 4]mm F 5.6 

ija 

う の 



©フラッシュへッドを下方向に 
設定ずる 

©レディーライトの点灯を確認 
して、撮影ずる 


S ワイドパネルび取れてしまった場合は 


ワイドパネルを設定した状態で強い衝擊を与えると、ワイドパネルびがれる 
おそれびありまずので、ごま意ください。 

ワイドパネルび取れてしまった場合の補修は、ご購入店またはニコンヴービ 
ス機関にご依頼ください。 



-ワイドパネルび取れるとワイドパネルを設定した 
状態と同じになり、照射角は任意に設定でさなく 
なります。照射角を変更する場合は、カスタムメ 
ニューの「ワイドてネル破損時の照射角の手動設定」 
で手動設定巧能にしてください。（口 B-20) 

• 照射角の手動設定時は、表示び四角で囲まれます。 
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カラーフィルターをほ用した撮影 

SB - 弓10には、堂光灯用と電球用の色補正カラーフィルターび付属しています。 
•カラーフィルターによる撮影効果の詳細は、別冊「作例集」をご覧<ださし、。 

-スピードライトの光の着色には、別売のカラーフィルターセツト SJ -3 とカラ 
-フ イ ルタホルダー SZ -2 び必要です。 （口 H -10) 


誦カラーフイルターの種類と用透 


カラーフィルター 

用途 

堂光な用カラーフィルター 
( SZ -2 FL 。 付属品） 

壁光打の光源による影響を補正 

電球用カラーフィルター 
( SZ -2 TN 。 付属品） 

電球の光源による影響を補正 

着色用カラーフィルター （ SJ -3。 別売） 

スピードライトの光に着色 


S 付属のカラーフィルターと別売のカラーフイルターの補正効果について 

付属のカラーフィルター SZ -2 TN (電球用）と別売のカラーフィルター TN-AV 
TN - A 2 (電球用）は、補正効果び多少異なるため、同じ光源で撮影しても画像に 
再現される色味に若干の差びあります。この差は、カメラのホワイトバランス 
の微調整で補正することびでをます。調整量は口 E -1 7をご覧くださし、。 


主な機能 
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画色補正用カラーフイルター(付属品）の使い方 

〇カラーフイルター を、 フラッシ 
ュへッドにかぶせて差し込む 

•図のよラに、 Nikon 口づ'を上にして取 
0付けてください。 


©表示を確認ずる 

-カラーフィルターの種類び表示されま 
す。 

- SB -91 日か5力方ラにカラーフイルター 
の情報び送5れます。 


G 1 

窜光灯巧カラーフィルター 

A 1 

電球用カラーフィルター 


み ITTLIIBU J 

ISO 200 f 

"^0.6"6.7 m 

日 . 61 5 4 日 1 巨 -i 

飄 m 24 mm F 5.6 " 

i 

向 

、の OM の 4 ) 



主な機能 
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カラーフイルターを使用した撮影 
誦着色用カラーフイルター(別売）の使い方 



〇カラーフィルターを巧り線のと 
ころで、きちんと巧りまげる 
©図のように、カラーフィルター 
をカラーフィ ルターホルター 
( SZ -2。 別売）に装着ずる 

-カラーフィ ルターの端をホルダーの切 
り込みに差し込み、フィルターの位置 
をわせ巧とホルダーの突起を合わせて 
<ださし、。 

.カラーフィルターの識別コード（銀色 
のマーク）をホルダーの黒い部分に合 
わせて < ださい。 

-カラーフィルターはホルダーに 密着 さ 
せてください。浮を上びったり、端び 
めくれたりしている場合は、装着し直 
して < ださい。 

©カラーフィルターホルターを、 
フラッシュへッドにかぶせて差 
し込む 

•図のように、 NikonnJ ' を上にして取 
り付けて < ださし、。 

•カラーフィルターホルダーは、必ず力 
ラーフィルターを付けてからフラッシ 
ュへッドに装着してください。 


まな機能 
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OilTTLIlBLl , 

ISO 200 

40.6-6.7 m 

□ E 1 S 4 B 1B - 

24 mm F 5.6 

或 

QF ■ミ 

ZOOM 阻 

4 

フィルター RED 装着時 

も ITTLI 旧 Ll 

ISO 200 f 

40.6-6.7 m 1 

日.已 1 5 4 B 16 づ| 

器 m 24 mm F 5.6 

S) 

]S 

ZOOM 盟 

4 

警告表示 


o 表示を確認ずる 

-カラーフィルターの種類び表示されま 
す。 

-カラーフイルター識別センサーはふさ 
びないで < ださし、。 


図の警告表示び出た場含は、カラー 
フイルターび正常に装着されていませ 
ん。再度、装着し直してください。 


巧着色用カラーフィルター （ SJ -3) 使用上のご注意_ 

•カラーフィルターは消耗品です。外観び著しく祟化したときは、予備のフィ 
ルターと交換して < ださい。 

-発光時の熱などによってカラーフィルターの外観び変形してわ、性能には問 
題ありません。 

•カラーフィルターにキズ等びあっても、変色していないかざり、性能には問 
題あ0ません。 

-カラーフィルターび巧れた場合は、乾いた柔5かい布などで軽く拭き取って 
<ださい。 


G1 

FL - G 1 (壁光む巧） 

R 

RED m 

白 2 

FL - G 2 (壁光む巧） 

B 

BLUE ( ft ) 

A1 

TN - A 1 廣球巧） 

V 

YELLOW (黄色） 

A2 

TN - A 2 (電球巧） 


AMBER (肌色） 1 



主な機能 
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カラーフィルターを使用した撮影 
誦カラーフィルターとカメラのホワイトバランス設定 

カメラのホワイトバランスを「オート」または「フラッシュ」に設定し、色補 
正用カラーフィルターを装着すると、カメラび自動的に最適なホワイトバラン 
スを設定します。 

-着色巧カラーフィルター使用時は、カメラのホワイトバランスを「オート」、 r フ 
ラッシュ」、「晴天」のいずれかに設定します。 

•フィルター識別機能を備えていないカメラ （ D 2 シリーズ、 D 1 シ U - ズ、 
D 200、 D 100、 D 80、 D 7 日シ U - ズ、 D 60、 D 50、 D 4 日シ U - ズ）では、装 
着したカラーフィルターに合わせて、次の表を参照して、力ラのホワイト 
バランスを設定してください。 

-ホワイトバランスの詳細は、お使いのカメラの使用説明書をご覧ください。 



主な機能 


E-16 


*1 D 3 カメラのファームウエアび A : 2.00 、 B : 2.00じ(降で対応。 

*2 D 300カメラのファームウエアび A :1.10 、 B : 1.1 01；(降で対応。 

*3 SZ -2 TN 使用時に TN - A 1/ TN - A 2 と同じ補正効果を得るには、ホワイトバラ 
ンスを「オート」に設定するか、「フラッシュ」で微調整量 A 6 に設定して 
<ださい。 

*4 ホワイトバランスおよび調光補正値を設定してくださし、。 

-撮影結果を見て、必要に応じて調光補正値などを調整してください。 


■ カメラ別のホワイトバランス設定 


カメラ 

フィルター 

D3*i、D3X、D3S、 

D700、D300*2、 

D300S、D90、 

D 700 0、D 5100、 

D 500 0、D 3100、 

D 3000 

D2 シリー; C、D1X、 
D1H、D200、D100、 
D80、D70 シリーズ、 
D60、D40 シリーズ 

D1,D50 

SZ-2FL (壁光灯用） 

オート、フラッシュ 

推奨しません 

推奨しません 

SZ-2TN (電球用） 

オート、フラッシュ *3 

電球 

電球 

FL-G1、FL-G2 
(堂光灯用） 

オート、フラッシュ 

推奨しません 

推賢しません 

TN-A1 (電城用） 

オート、フラッシュ 

電球（微調蕾+3)、 

+ 1.0 EV *4 

推賀しません 

TN-A2 (電球用） 

晴天（微調整十3)、 

+ 0.3 EV *4 

着色用 

カラーフィルター 
(RED、BLUE、 
YELLOW. AMBER) 

オート、フラッシュ、 
晴天 

オート、フラッシュ、 
晴天 （ AMBER は 

+ 0.7 EV *4) 

才ート、フラッシュ、 
晴天 （ AMBER は 

+ 0.7 EV *4) 


をな機能 
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スピードライトの発光量だけを意図的に変えて、背景の B 月るさを変えずに主要 
被写体の明るさのみを変えることを調光補正と言います。 

-ま要被写体を巧るくしたい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補正します。 
•発光モードび i - TTL 調光、絞り連動外部自動調光、外部自動調光、距離優先マ 
二；!アル発光モードの場合に捕正でさます。 

〇フアンクシヨンボタン2を押し 
て、調光補正値表示を反転さ 
せる 

0セレクタ ー ダイヤルで調光補 
正値を設定ずる 

•+3.0〜一 3.0 の範囲で、1/3段ステ 
ップで設定でさます。 

©[ OK ] ボタンを押す 


巧調光補正を解除ずるには 


iifTTDfBLl 

ISO 200 


40 . 6 - 8.5 

m QF ■ミ 

□ El a 4 a IS -sj 1 

鼠 m 24 mm F 5.6 'U ° 

ZOOM 困 

み 


哪爲瓜 


•調光補正値を0に設定してくださし、。 

•電源を OFF にしても、調光捕正は解除されません。 

因調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフカメラにつ 
いて 

-調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフカメラは、カメラ側 
でも発光量を補正でをます。詳細はお使いのカメラの使用説明書をご覧くだ 
さい。 

-スピードライトとカメラの両方で調光補正した場合は、両方の補正量を加算 
して発光します。ただし、スピードライトの表示パネルにはスピードライト 
で設定した補正値のみび表示されます。 
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I 撮露をサポートする機能 

■調光補正 























瞧才ートパワーズーム 

SB -910 は、レンズの焦点距離にをわせて照射角び自動的に設定されます。 

•自動設定できる照射角は設定によって異なります。詳細は「仕様」をご覧く 
ださい（口 H -16)。 


も ITTUBLI 

ISO 200 

"*0.6~6.7 m 

)F ■ミ 

]S 

f 黑 m 24 mm、: 5.6 

ZOOM 

阻 み 


オートパワーズーム状態 


■ 照射角の手動設定 

レンズの焦点距離と異なる照射角に設定する場合は、手動で設定します。 

-手動設定時は照射角表示に M び表示されます。 

-ファンクションボタン1を押して照射角表示を反転させ、セレクターダイヤ 
ルで照射角を設定します。 

-セレクターダイヤルを時計回0に回すと数値び増え、反時計回りに回すと数 
値び減ります。 

-ファンクションボタン1を押して照射角を設定することをでをます。ボタン 
を押すごとに数値び増え、最望遠の次は最広角にな0ます。 

. 自動設定に戻る場合は、ファンクションボタン]を押して Z □□。アイコンび表 

示された5ファンクションボタン2を押してくださし、。 

■ オートパワーズームの禁止 

オートパワーズーム機能はカスタムメニューで禁止できます。（口 B -18) 

-オートパワーズームを禁止すると照射角表示に因び表示されます。 

-照射角を手動で設定でを、ズー S ングやレンズ交換または電源 ON/OFF を行 
つても照射角び変わりません。 

•照射角の設定方法は上の「照射角の手動設定」と同じでず。 


zuum 

オートパワーズーム 

M 

zoom 

照射角の手動設定 

の 

乙 aam 

オートパワーズーム禁止 
(手動設定専用） 

l 1 Amm 

バウンスアダプター装着時 
ワイドパネル使巧時 

>17 mm 

最広角側の照射角 

200 mm 

最望違側の照射角 


まな— 
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D 3 シ U - ズカメラの場合 


17〜 19 mm の場合 

20〜 105 mm の場含 

106〜 135 mm の場合 

□ ロロ Ul_PU □□口 

〇〇〇 uOO 〇〇〇 

□ 

〇 

〇〇〇 000 oao 
〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇 
OOOOQqOOO 

□□□Q 〇口〇 aoao 

0000 〇〇〇 〇ロロ〇 
〇ロロ qqq □□口 

□ 

□ 


-フォーカス□ックしている場合や、レディーライトび点灯していない場合は、 
AF 補助光び照射されません。 

•詳細はお使いのカメラの使用説明書をご覧ください。 

■ AF 補助光/本発光禁止の設定 

カスタムメニューで AF 補助光の照射/禁止、スピードライトの発光禁止を設定 
でをます。（の B -18) 

^ : AF 補®光を照射します。（初期設定） 

1: AF 補目力光の照射を禁止します。 AF び表示されません。 


撮影をヴポートする機能 

■ AF 補助光 

被写体び暗く、オートフォーカスでのピント合わせび難しい場合でち、 AF 補助 
光により、オートフォーカスでピントを合わせることびでさます。 

- SB-910 の AF 補助光はマルチポイント AF に対応しています。 

- AF 補助光は CLS に対応していないカメラおよびニコンクールピクスでは使用 
でさません。 

■ AF 補助光の使巧を件 

•AF 補目力光は、オートフォーカスびでさるレンズを使い、フォーカスモードが 
シングル AF サーボ " S " (フォーカス優先モード）、 " AF - A " または " AF " に 
設定されている場合に使えまず。 

- AF お巧光の有効距離は画面中央部分で約 Im 〜 10m (50mm f/1.8 レンズ使 
用時）でず。使用レンズによっては、有効距離び短くなる場合びあります。 
•使用できるレンズ焦点距離は 17mm 〜 135mm です。才ートフ ォー カス可能 
な フォー カスポイントは、次の図の通りでず。 


主な機能 
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:スピードライトの発光を禁止し、 AF 捕助光だけを照 
射します。 


巧 AF 補助光を使用してもピントび合わない場合は 

AF 補助光び照射されてもファインダー内のピント表示び点灯しないときは、マ 
ニュ アルフ オー カスでピントを合わせてください。 

m SB -910 をカメラか S 離して使用ずる際には 

AF 補助光機能を備えた TTL 調光コード SC -29 を使用すると、 SB -910 をカメラか 
ら離して使用する隙にち、 AF 補助光を使用したオートフオーカスでのピント合 
わせびできます。（口 H -10) 

因フラッシュ内蔵カメラの AF 補助光との関係 

-カメラ側に AF 補助光機能びある場合でを、 SB -910 の AF 補助光び優先され、 
自動的に AF 補助光び照射されます。カメラの AF 補助光は照射されません。 

- SB -91 日で AF 補助光の照射を禁止している場合は、カメラの AF 補助光び照射 
されます。 

誦じ〇感度の手動定 

ISO 感度はカスタムメニューで手動設定に変更することびできます。（口 B -19) 
•設定できる ISO 感度は IS 03 〜8000です。ただし、力;ラからの ISO 感度情報 
びある場合は、そち5び優先されます。 

圓テスト発光 _ 

テスト発光ボタンを押ずと発光して、 SB -91 日び正常に発光するかどラかを確認 
でさまず。 

^ •テスト発光とモデ U ング発光は、カスタムメニューで切り換えます。 
三 LI ( caB -18) 

-テスト発光の光量は、発光モードや設定によって異な0ます。 

-ワイヤレス増口でマスターモードに設定しているとさは、テスト発光 
でをません。 



主な機能 
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撮影をヴポートする機能 


誦モデリング発光 

テスト発光ボタンを押すと一定の微か光量で連続発光して、てかりや影など、 

ライティング状態をチェックすることびできます。 

■^71 •テスト発光とモデ U ング発光は、カスタムメニューで切0換えます。 

MJ (田 B -18) 

•発光時間は、最長約 1.5 秒間です。 

-モデ U ング発光機能を持つカメラのプレビューボタンを押すと、 SB -910 びモ 
デ U ング発光に設定されていなくてわモデリング発光します。詳細はお使い 
のカメラの使用説明書をご覧くださし、。 

■アドバンストワイヤレスライティング撮影時 位 D -6) 

-マスターフラッシュのテスト発光ボタンを巧すと、発光に設定されているマ 
スターフラッシュおよび U モートグループび一定の光量でモデ U ング発光し 
ます。 

-カメラのプレビューボタンを押すと、発光に設定されているマスターフラッ 
シュおよびすベての U モートフラッシュび、設定されたモードと光量でモデ 
U ング発光します。 

■ SU -4 方式のワイヤレス増な撮影時 （口 D -10) 

-カメラのプレビューボタンを押すと、マスターフラッシュのみびモデリング 
発光します。 

-マスターフラッシュのモデ U ング発光によって U モートフラッシュび連続的 
に発光しますび、これはモデリング発光ではあ0ません。 

圓スタンパイ 

SB - 引日とカメラを操作しない状態び一定時間続 
くと、自動的に待機（スタンバイ）状態になり、 
電池の消耗を抑えます。 

- SB -91 日のスタンバイ機能はカゾラの半押し 
タイマーに連動しています（初期設定)。 
•スタンバイ状態になるまでの時間は、カスタ 
ムメニューで変更できまず。（口 B -19) 
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スタンバイ状態か S 電源 ON にずるには 

-カメラのシャッターボタンを半押しします。 

- SB -910 の電源スイッチを OFF にし、再度 [ ON ]、[ REMOTE ] または [ MASTER ] 
に含わせまず。 

• テスト発光ボタンを巧します。 

■遇熱防止 

SB -910 は過熱による発光ノてネルおよび本体の破損を防止する機能を備えています。 
ただし、この機能は発光によって発光部の温度び上昇するのを防止するわので 
はありません。連続発光を繰0返す場合は、温度上昇にま意してください。 

-連続発光などによって発光部の温度び上昇して、発光パネルや本体に破損の 
おそれびある場合は、「高温検出警告画面」に変わり、発光び禁止されて、電 
源 OFF とカスタムメニュー設定を除く操作びできなくなります。 


平常時の画面 高温検出警告画面1〜3 



^温度び高い 


• 発光部を自然;令却してくださし、。 

•警吉画面び消えると、通常の操作びでさます。 

•照射角び変化することによって、まれに「高温検出警告画面」び出た0消え 
たりすることびあ0ますび、故障ではあ0ません。 


まな— 
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カメラ側の設定による撮影機能 

次の撮影機能は、それぞれの機能を備えたカメラとの組み合わせででをる撮影で、 
カメラ側で設定します。スピードライトでは設定でをません。 

-力 ラ側の機能や設定の詳細は、お使いの力方ラの使用説明書をご覧ください。 

誦才ート FP A イスピードシンク□撮影 

対応カメラの最高速度までの高速シャッタースピードび使える機能です。 

. シャッタースピードびフラッシュ同調シャッタースピードよりも高速側にな 
った場合、自動的に FP 発光に切り誓わります。 

-日中の撮影でも、フラッシュ同調シャッタースピードを気にすることなく、 
レンズの絞りを開いて背景をぼかした撮影びお楽しみいただけます。 
•アドバンストワイヤレスライティングによる増丹撮影時でも機能します。 

-使用でをる発光モードは、 i - TTL 調光、モニター発光あ0絞り連動が部自動調光、 
モニター発光ありが部自動調光、距離優先マニュアル発光、マニュアル発光です。 
- FP 発光時の TTL 調光範囲、ガイドナンバーについては「仕様」をご覧くださし、 

(口 H -19) 

圓 FV □ック撮影 

FV □ックするとフラッシュ調光量び□ックされるため、構図を変えても被写体 
の明るさを一定に保ったまま撮影で走ます。 

- FV □ック中にズーミングや絞0値の変更をしてち、発光量は自動追随するの 
でフラッシュ調光量（明るさ）は変わりません。 

- FV □ック中はフラッシュ調光量を一定にしたまま複数のコマを撮影でをます。 
•アドバンストワイヤレスライティングによる増丹撮影時でも機能します。 

-使用でをる発光モードは、 i - TTL 調光、モニター発光あ0絞り連動が部自動調光、 
モニター発光あ0外部自動調光です。 

- FV とは Flash Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意昧します。 

誦ス□—シンクロ（ス□—シヤッター）撮影 

背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、夕景や夜 
景の雰囲気を生かした撮影びでさまず。 

. シャッタースピードび遅くなるので、兰脚のご使用をおすすめします。 


主な機能 
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瞧ホ目軽減発光撮影/ホ目軽減スローシンク □ 

(ス□—シヤッター）撮影 

本発光直前にル光量で3回発光して、暗いところで人物の瞳び赤く写る r 赤目現象」 
を軽減して撮影でさます。 

. 赤目軽減ス□ーシンク □ (ス□ーシャッター）撮影は、赤目軽減発光とス□一 
シンクロ（ス□ーシャッター）撮影び同時に設定されます。 

•ホ目軽減ス□-シンク n (ス□ーシャッター）撮影ではシャッタースピード 
び遅くなるので、兰脚のご使用をおすすめします。 

画を幕シンク□撮影 _ 

夜間、動いている被写体を通常の先幕シンク□で低速シャッタースピードで撮 
影すると、光の軌跡び被写体の前方に流れ、不自然な写真になってしまいます。 
後幕シンク□では、光の軌跡び被写体の後方に流れる自然な撮影びでさます。 

-先幕シンク□時は先幕走行終了直後に発光しますび、後幕シンク□時は後幕 
走行開始直前に発光します。 

•通常、シャッタースピードを低速にして撮影するので、云脚のご使用をおす 
すめします。 

• IJ ピーティングフラッシュモード時は使巧できません。 



先幕シンク□時 後幕シンク□時 
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CLS が細 S — おレフカメラほ用時 


SB -91 日は、 [ LS 非対応一眼レフカラとの組みをわせでも使えますび、いくつ 
かの機能は制限されます。 

-制限される機能は、使用するカメラによって異な0ます。 

•使用するカメラの使用説明書わあわせてご覧ください。 

■ CLS 巧応カメラと巧が応カメラの違い 



CLS 対応カメラ 

CLS 非対応カメラ 

カメラ通 f 言^ 

ァィコン 

表示される 

表おされない 

使用でさる 
発光モード 

- i-TTL 調光モード 
-絞り連動が部自動調光モード 
-列•部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 
-マニュアル諾光モード 
- U ピーティングフラッシュ 
モード 

-外部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光 
モード 

-マニュアル発光モード 
- U ピーテイングフラッシュ 
モード 

ISO 感度設定 

自動設定 

カスタムメニュー設定 

使用でをる 
ワイヤレス増な撮影 

-アドバンストワイヤレスライ 
ティング 
- SU -4 タイプ 

- SU -4 タイプ 

カラーフイルターを 
使用した撮慕 

使用可能（フィルター識別機能 
搭載カメラではフィルター情報 
を伝達） 

使用可能 

〔ただし、フイルター情報は 
伝達しません） 

FV □ック撮影 

使用可能 

使用不可 

オート FP 八イス 
ピードシンク□撮影 

使用可能 

使用不可 

赤目軽減発光撮影 

使用可能 

使用不可 

後幕シンク□撮影 

使用可能 

使用可能 

AF 補助光 

使用可能 

(マルチポイント AF に巧麻） 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用可能 

(ファームアップ対応カメラ） 

使用不可 


c 」 s 語応 I 眼レつ方メラ唐時 
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SB -910 は、次のニコンクールピクスとの組み合わせでも使えますび、いくつか 
の機能は制限されます。 

CLS 対応ニコンクールピクス （ P 7100、 P 7000、 P 6000) 
i - TTL 対応ニコンクールピクス （ P 5100、 P 5000、 E 8800、 E 840 0) 

-使用するカメラの使巧説明書をあわせてご覧<ださし、。 

瞧ニコンクールピクス使用時 



CLS 対応 

ニコンクールピクス 

i - TTL 対応 
ニコンクールピクス 

使用できる発光モード 

-スタンダード M - TTL 調光モード 
-絞り連動外部自動調光モード 
-外部自動調光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 
-マニュアル発光モード 
-1」ピーテイングフラッシュモード 

使用でさるワイヤレス 
増 1 打モード* 1 

-アドバンストワイヤレス 
ライティング 
- SU -4 タイプ 

- SU -4 タイプ 

FV □ック撮影 

使用不可 

オート FP 八イスピード 
シンク□撮影 

使用不可 

AF 補助光 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用不可 


*1 ニコンクールピクスの内蔵フラッシュをマスターフラッシュに、 SB -910 


をリモートフラッシュにしたワイヤレス増灯撮影はでをません。 


ニコンクールピクスとの組み合わせについて 


I in ンク—ルピクスとの組み合わせについて 
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ニコンクールピクスとの組み合わせについて 

因 CLS 対応のニコンクールピクスについて 

•マスターフラッシュになる SB -910、5 B - 900、 SB - 800、 SB - 700またはワイヤ 
レススピードライトコマンダー SU - 800をニコンクールピクスのアクセサ U 
ーシューに取り伸ブて、 SB -910、 SB - 900、 SB -800、 SB -700、 SB - 600などを 「U 
モートモード」に設定すれば、ワイヤレス増好撮影びできます。 

-設定条件など詳細は、お使いのカメラの使用説明書をご覧ください。 

因 CLS 対応ニコンクールピクスとの組み合わせ時の照が角の設定 

才ートパワーズーム機能により、レンズの焦点距離に合わせて照射角び自動的 
に設定されます。このとさ、照射角表示には: □□mAUTO (ズームオート）び表 
示され、照射角の数値は表示されません。 


I in ンク—ルピクスとの組み舍わせについて 
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ほ用上のごを意-資料 


トラブルへの対処、お手入れの方法や製品の保証などを説明しています。また、 
使用でさるアクセヴ U —ちご紹介しています。 

巧障かな？とおったら 

トラブルび起きたり、警告表示び出た5、ご購入店やニコンサービス機関にお 
問いをわせになる前に、次の項目を確認してくださし、。 

■ SB -910 のトラブル 


トラスレ 

原因 

对処方法 

の 

電源び入らない 

電池の +— び逆になっている 

電池を正し < 入れてください 

B-6 

電池容量び不足している 

電池を交換して < ださい 

B-7 



-カメラのシャッターボタンを半押し 


レディーライトび 
点なしない 

スタンノ (ィ状態になってし质 

して<ださい 

• SB- 引 0 の電源を ON にして<だ 
さい 

E- 22 


電池容量び不足している 

電池を交換して < ださい 

B-7 

発光しない 

カスタムメニューで発光び 
禁止されている 

発光禁止を解除してください 

B -18 


フラッシュへッドび正圃こ 

フラッシュヘッドを正面に設定してく 

B- 弓 


設定されていない 

ださい 

調光距離表示び 
出ない 

カメラからの絞り値情報、 

ISO 感度情報びない 

-カメラの設定を確認してください 
- SB- 910 をカメラに装着し直してく 
ださい 

- 


カメラからの焦点距離 

SB-910 と力六ラの電源を入れ直し 



情報びない 

て < ださい 




-ワイドパネルまたはバウンスアダ 



ワイド’パネルを設定している、 

プターをがしてください 

目- 20 

オートズーム動作 

またはパウンスアダプターを 

‘九スタム乂ニューの 「ワイドパネ 

E-6 

装着している 

ル破損時の照射角の手動設定」 

E-10 

しノよい 


で、手動設定可能にしてください 



照射角の手動設定に 

オートパワーズームに設定してくだ 

卜 1 弓 


なっている 

さい 


使用上のご注意•資料 
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御奪かな？とおった 6 


トラスレ 

原因 

対処方法 

の 

U モートフラッシュ 
び発光しない 

マスターフラッシュとリモート 
フラッシュの距離び遠すざる、 
または間に障害物びある 

マスターフフッシユと U モートフフッ 
シュの配置をやり直してください 


マスターフラッシュの光び U 
モートフラッシュのワイヤレス 
U モートセンサー窓に入って 
いない 

D -15 

正常に動作しない 

充分な容量びある電池を正し 
く入れていても左のよラな卜 
ラブルびある場合は、マイク 
□コンピューターの誤作動の 
可能性びあります 

• SB - 引0の電源スイッチを ON に 
したまま、電池を入れ直して<だ 
さい 

• 電池を入れ直しても左のよラな卜 
ラブルび解消されない場合は、ご 
購入店またはニコンサービス機関 
に修理を依頼してください 

B -6 

異常な表示び 
出る 

ボタンを押してち 
作動しない 

キーロックされている 

キー□ックを解除して < ださい 

目-4 

操作びでさない 

過熱防止機能び働いた 

自然冷却して、温度び下びるのを 
待ってください 

E -23 


■警告表示 


表示/警告 

原因 

対処方法 

m 

a 

電池容量不足画面 

電池容量不足のため、 
すべての動作を停止した 

電池を交換して < ださい 

B -7 

⑤連 

高温検出警告画面 

SB - 引0び過熱して破損す 
るおそれびあるため、発 
光を禁止し、電源日 FF と 
カスタムメニュー設定を 
除<操作を停止した 

自然を却して、温度び下びるの 
を待って<ださい 

E -23 

^ WARNIN 田 1 

安全回路作動画面 

電圧異常を検出したため、 
電源スイッチ政列の操作 
を停止した 

電源を OFF にしてから電池を取 
り出し、ご購入店またはニコン 
サービス機関に修理を依頼して 
<ださい 

H -27 


使用上のごま意•資料 
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表示/警ち 

原因 

对処方ま 

の 

発光直後にレディー 
ライトび点滅 

適正露出び得られていな 
い可能性びある 

スピードライトから被写体まで 
の距離を短くする、絞り値を開 
放側にするなどして、撮影し直 
して<ださい 

C-3 
C-6 
仁- 9 
C-11 
D-18 

U モートフラッシュ 
びピーピーピーと 
約 3 耿間鳴った 

適正露出び得られていな 
い可能性びある 

スピードライトから被写体までの 
距離を短<する、絞り値を開放側 
にする、リモートフラッシュの位 
置を変えるなどして、撮該し直し 
て < ださい 

D-18 

社 

フィルター認識 
失敗画面 

装着したカラーフィル 
ターび認識でをない 

カラーフィルターの装着状態を 
確認して<ださい 

E -15 


カメラ側で設定した絞り値 
び調光範囲がである 

絞り値を設定し直してください 

— 

f 5.6 


fee 

レンズの絞り値び最ル絞り 
になつていない 

レンズを最ル絞りに設定してく 
ださい 

— 

F 

カメラの電源び日 FF 

カメラの電源を ON にしてくださ 
い 

— 

zDDtn Err 

ズーム動作機構に異常び 
発生した 

• SB- 引 0 の電源を入れ直してくだ 
さい 

-電源を入れ直してわ表おび消え 
ない場合は、ご購入店または二 
コンサービス機関に修理を依頼 
して<ださい 
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使用上のご注意•資料 
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ガイドナンバーと絞り値、距離について 

ガイドナンバー （ GN ) とはスピードライトの発光量を示す値で、数値び大さい 
ほど光量び大きく、光び遠くまで届をます。 

ガイドナンバー=スピードライトか5被写体までの距離 （ m ) X 絞0値 （ F ) と 
いう関係びあります（じ〇100の場合)。たとえば、 SB -910 はガイドナンパ'-び 
34 ( ISO 100.照射角 35 mm、FX フォーマット、スタンダード配光時、20む） 
なので、 ISO 感度び100で絞り値び F 8 なら、ガイドナンバ ー34 -絞り値8 = 
4.25 m までスピードライトの光び届くことになります。 

• ISO 100がの場合は、 ISO 感度に応じてガイドナンバーに下の係数を乗じて 
<ださし、。 


に0 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

係数 

0.5 

0.71 


1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 


•ガイドナンパ'—の詳細は「仕様」をご覧ください。 （ a ： iH -17) 


S 適正な露出が得 S れる絞り値、距離のホめ方 

絞り値=ガイドナンパーり SO 100- m ) X に0感度係数子スピードライトか5 
被写体までの距離 ( m ) 

スピードライトか6被写体までの距離 ( m ) = 

ガイドナンパー (ISO 100- m ) X に0感度お数子絞り値 
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お手入れにごいて 


0 シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清浄に使用しない 
こと 

使な禁止 火災や健康障害の原因となります。 


■ぉ手入れの方法 

-発光パネルにび付着したまま発光させると、発光パネルの破損につなび 
ります。定期的にパネルを清掃してください。 

-ブ□アーでやホコ U を軽く吹を払った後、柔5かい清潔な巧で軽 < a い 
てください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴た5した柔5かい清潔な 
巧で塩分を巧を取ってか5、乾いた布で軽く巧いて乾かしてください。 

-ブラシなどで表示パネルを拭いた場合、静電気で表示パネルび点'なしたり、 
黒く変色したりすることびありますび、故障ではありません。しばらく放置 
すると、正常な状態に戻0ます。 

•スピードライト内部には、精密な電子部品び多く含まれています。振動や衝 
撃を与えないでください。また、表示パネルを強い力で押さないでください。 

■保管の方法 

-カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに保管して 
<ださい。 

•ナフタリンや擇脳、磁気を発生する器具の近<には、置かないで<ださい。 

•極端に高温になるところ（夏期の車内やストーブなどの近 <) には、置かな 
いでください。高温になると、故障の原因となります。 

•約2週間政上使用しないときは、電池の液漏れによる故障を防ぐために、電 
池を取0出してください。 

•コンデンサー（スピードライト内部の部品）の装化を防ぐため、約1ヶ月に1 
回はテスト発光を行ってください。 


使用上のご注意•資料 
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お手入れにごいて 

■ ご®用になる場巧にご注意<ださい 

•極端に温度差びある場所に移動すると、スピードライトの内部やが観部に水 
滴び生じることびあ0ます。バッグやビニール袋などに入れ、周囲の温度に 
なじませてか5ご使用くださし、。 

•テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波び発生しており、誤作 
動することびあ0ます。 


6 

H 
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電池についてのごま意 


一般的に、スピードライトは非常に大をな電流を消費するため、電池などに 
記されている充放電回数前に電池び使えなくなる場合びあ0ます。 

電池を交換するときは、電源を OFF にしてから、 +- を間違えないよう正し 
く入れてくださし、。 

電池の両極に油やミちれなどび付着していると、接触不良の原因とな0ますので、 
ごを意 < ださい。 

電池の仕様により、連続発光して電池び高温になると発光できなくなること 
びありまず。ただし、電池温度び下びれば、ご使用になれます。 

電池には、低温になるほど性能び低下する性質、使用しないでお<と電圧び 
回復する性質、使わなくてを自己放電する性質びあります。ご使用になる前 
には電池の容量の確認をむびけて、電池は早めに交換することをおすすめし 
ます。 

電池は、高温-多湿になる場所を避けて保管してくださし、。 

充電池のご使用上のま意や充電方法などについては、各メーカーの電池およ 
び巧電器の使巧説明書をご覧くださし、。 

充電池外は充電しないでください。充電すると、破裂する恐れびあります。 



不要になった巧電式電池は、貴重な資源を守る 
ために、廃棄しないで巧電式電池リサイクル協力 
店へお持ちください。 
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表示パネルについて 

■表巧パネルの特性 

-表示ノくネルの液晶には指向性びあ0ます。斜め上から見ると読み取0にくく 
なりますび、やや下の方向か5見ると読み取りやすくなります。 

-約60でし：1上の高温下では、一時的に液晶表示び黒くなることびありますび、 
常温に戻れば表示を正常に戻ります。 

-低温下では液晶の応答速度びをか遅<な0、表示び読み取りにく<なったり、 
表示の切り撰わ0に時間びかかったりすることびあ0ますび、常温に戻れば 
正常に戻0ます。 

誦表示パネルバックライトの点な、消な 

SB - 弓10の量源び ON の状態でボタンやスイッチを操作すると、バックライトび 

点口して、表示パネルび読み取0やす<なります。 

- 5 B -910 を操作しない状態び約16秒間続くと、バックライトは消灯します。 

•点丹しないようにするには、カスタムメニューで OFF 備制消好)に設定します。 
的 B -19) 

• OFF に設定してち、力;ラ側の表示パネルの照明び点丹すると、連動して 
5 B -910 の表示パネルの照明を点丹します。また、カスタム;><ニュー画面にし 
たとさち点阿します。 

誦表示パネ ルのコ ントラストの設查 _ 

表示パネルのコントラストは、カスタムメニューで調整して、読み取りやす< 

することびできます。（口 B -19) 

-コントラストは9段階に設定でさます。 
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ファームアップの方法 


SB -91 日のファームアップに対応した力;ラでは、ニコンウェブサイトか5最新 
のファームウェアをダウン□ー ドして、カメラボディーか5の操作でアップ 
デートすることびでさます。 

http://www.nikon-image.com/support/ 

- D 3 カメラはファームウェアび A : 2.00 、 B : 2.00切降で対応。 

- D 300カメラはファームウェアび A ;1.10 、 B :1.101；(降で対応。 

-現在使用中のファームウェアのバージョンは、カスタムメニューで確認でをます。 
( mB -20) 

-ファームアップ対応力;ラをお持ちでない方は、ニコンサービス機関にご相 
談ください。 


SB -91 0のファームアップに対応していないカメラ 


D 2 シリーズ、 D 1 シリーズ、 D 200、 D 100、 D 80、 D 70 シリーズ、 
D 60、 D 50、 D 40 シリーズ 






ほ用でをるアクセサリー 


画スピー ドライトスタンド 

付属品のスピードライト 
スタンド AS -21 と 
同じちのでず。 


AS -21 



■カラーフィルターセット SJ -3 

カラーフィルタ ー8 種類、20枚のセ 
ットです。カラーフィルターホルダー 
SZ -2 に装着して使巧します。 

• FL - G 1 (壁光好用） ‘ FL - GS 趙光灯用） 
- TN - A 1 (電球用）- TN - A 2 (電球用） 

- BLUE (青）‘ YELLOW (黄色） 

- RED (赤 ）- AMBER (肌色） 




■ カラーフィルターホルダー SZ -2 

SJ -3 のフイルターを 
装着ずるホルダーです。 

SB - 900の付属品と同 
じちのです。 


■ウォーターガード WG - AS 1、 
WG - AS 2、 WG - AS 3 

SB -910 とニコンデジタルー眼レフカ 
メラの組み合わせ時に、カメラ連動接 
点への水滴の浸入を防ぐカノ '：： 一です。 
WG - AS 1 
WG - AS 2 
WG - AS 3 


D 3 シ U —ズ専用 
D 300シ U —ズ専用 
D 700専用 



■ スレーフフラッシュコント□— 
ラー SU -4 

マスターフラッシュの発光開始と発 
光停止を SU -4 のセンサーで検知し、 
SU -4 を取り付けたスピードライトの 
発光開始と停止を同じタイ S ングで制 
御するので、ワイヤレス増な撮影びで 
さます。 


■ TTL 調光コード SC-28/17 
(約 1.5m) 

スピードライトをカメラから離して 

i - TTL 調光撮影をする隙に使巧します。 

兰脚取り付け巧のねじ穴を備えていま 

よ。 ^iiiiiiiiiiiiiiiiiii[=nPo4 

^iiiiiiiiiiiiiiiiiii^ 

grromi 1111111111111 iiiiP 

■ TTL 調光コード SC-29 
(約 1.5m) 

スピードライトをカメラから離して 
i - TTL 調光撮影をする際に使用します。 
AF 補助光機能を備えています。 
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■か部電源 


電源供給び安定し、発光回数を増やした0発光間隔を短縮でさます。 



ノてワ_プぅケ 、v 卜 SK -6 

パワーアシストパック 単ニパック パワーアシストパック 

SD -9 SD -7 SD -8 A 


外部電源使用時でわ、 SB -91 日本体の電池び必要です。 

他社製の外部電源と組み合わせてお使いになると、事故-故障などび起こる 
可能性びあ0ます。その場合、当社の保証の対象外とな0ますのでごミ主意< 
ださし、。 


か部電源の接続方法 

外部電源コネクターのキャップを外し、電源コードを接続してください。 



SD -7 の接続には、電源コード SC -16 A をご使用くださし、 SC -16 は使用でき 
ません。 


使用上のごを意•資料 
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ほ用でをるアクセサリー 


主な仕様 


外部電源 

使用電地 

最短発お間隔* 1 

発光回数* 2 /発光間隔* 1 

パワーアシスト 
パック 

SD- 弓* 3 

1.5V アルカ U 単 3 あ電池 ><4 本 

約 1 .弓秒 

280 回政上/ 1. 弓〜 30 秒 

1.5V リチウム単 3 あ電池 X4 本 

約 2.4 秒 

500 回政上/ 2.4 〜 12 日秒 

1.2V ニッケル水素単 3 あ充電池 
(eneioop) X4 本 

約 1.2 秒 

350 回政上/ 1.2 〜 30 秒 

1.5V アルカ U 単 3 お電池刈本 

約 1.2 秒 

450 回な上/ 1.2 〜 30 秒 

1.5VU チウム単 3 お電池 X8 本 

約 1.6 秒 

840 回な上/ 1.6 〜 12 日秒 

1.2V ニッケル水素単 3 お充電池 
(eneloop) xg 本 

約 0.8 秒 

520 回な上/ 0.8 〜 30 秒 

パワーブラケット 
SK-6 牛 3 

1.5V アルカ U 単 3 あ電池 ><4 本 

約 2.2 秒 

190 回政上/ 2.2 〜 3 日秒 

1.5V リチウム単 3 あ電池 X4 本 

約 3.2 秒 

420 回政上/ 3.2 〜 12 日秒 

1.2V ニッケル水素単 3 お充電池 
(2600 mAh) x 斗本 

約 1.9 秒 

240 回な上/ 1.9 〜 30 秒 

1.2V ニッケル水素単 3 お充電池 
(eneloop) X4 本 

約 1.9 秒 

230 回政上/ 1.9 〜 30 秒 

単二 1: ック 
SD-7 

1.5V アルカ U 単 2 あ電池が本* 4 

約 2.0 秒 

320 回政上/ 2.0 〜 30 秒 

1.2V ニッケル水素単 2 あ充電池 

X6 本* 5 

約け秒 

280 回政上/け〜 30 秒 

1.2V ニッケル水素単 2 お充電池 

X6 本* 6 

約け秒 

260 回政上/け〜 30 秒 

パワーアシスト 
パック 

SD-8A*3 

1.5V アルカ U 単 3 あ電池が本 

約 2.0 秒 

300 回政上/ 2.0 〜 30 秒 

1.5VU チウム単 3 あ電池 X6 本 

約 22 秒 

550 回な上/ 22 〜 12 日秒 

1.2V ニッケル水素単 3 お充電池 
(2600 mAh) X6 本 

約け秒 

260 回な上/け〜 30 秒 

1.2V ニッケル水素単 3 あ充電池 
(eneloop) x6 本 

約け秒 

250 回な上/け〜 30 砂 


*1 発光間隔は、30砂 （ U チウム電ミ也使用時は120砂）に1回の発光を行ったときのフル発光相当か5レディーライト 
点なまでの時間です。 

*2 発光回数は、30秒 （ U チウム電池使巧樹ま120秒）に1回の発光を行ったときの、：7ル発光相当から30砂 L ソ巧に 
レディーライトび点なする回数です。 

*3 SB -91 日、列■部電源共に同じタイプの電池を使巧。 

*4 SB -91 日に 1.5 V アルカ U 単3お電池を使用。 

*5 SB -91 日に1 .2 V ニッケル水素単3お巧電池 (2600 mAh ) を使用。 

幸6弓 B -910 に 1.2 V ニッケル水素単3お巧電池 ( eneloop ) を使用。 

• 電池初期での性能です。電池の新旧、および同じ銘柄でを、電池性能の蜜更等によってデータび異なることびあ D ます。 
• SD -8 A または SK -6 使用時にモデ U ング発光を行う場合、発光は5目-910巧の電源のみで行われ;列部電源は作動しな 
し、場合びありまずび、故障ではありません。 
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形式 

直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 

ガイドナン f 一 (照射角 35 mm 、 
FX フォーマット、スタンダード配 
光時、200 

34 ( ISO 100 - m ) /48 (ISO 200 . m ) 

調光節囲 （ i - TTL 調光モード 
/絞り連動外部自動調光モー 
ド/外部自動調光モード時） 

0.6 m 〜 20 m 口才ーマット、配光タイプ、 ISO 感度、照射角、 
絞り値によって異なりまず） 

配光画角 

配光タイプ切り換え（スタンダード配光/均質配光/中央部 
重点配光） 

FX/DX 切 0 換え対応 

発光モード 

- i-TTL 調光モード 

-絞り連動が部自動調光モード 

•が部自動調光モード 

-距離優先マニュアル発光モード 

. マニュアル発光モード 

. U ピーティングフラッシュモード 

その他の発光機能 

テスト発光/モニター発光/マルチポイント AF 補助光/ 
モデ U ング発光 

ニコンク U エイティブ 
ライティングシステム 

対応カメラと組み合わせると、次の機能び可能。 
i-TTL 調光モード/アド V くンストワイヤレスライティング /FV 
ロック撮該/発光色温度情報伝達/オート FP ノ V イスピードシ 
ンク□撮該/マルチポイント AF 補助光 

増灯撮影機能 

•アドバンストワイヤレスライティング撮影 
- SU ィタイプのワイヤレス増な撮影 

カメラ側の設定による撮影 
機能 

カメラのシンク□モード：ス□-シンク □ (ス□-シャッター)/ 
赤目軽減ス□-シンク□(ス□ー シャッター)/先幕シンク □/ 
棲幕シンク □/ 禮幕ス□-シンク □ (ス□-シャッター） 

撮影機能：オート FP A イスピードシンク□撮該 /FV □ッ 
ク撮該/赤目軽減発光撮該 

バウンス角度 

垂直方向：上方向 9 cr 〜正面〜下ち向尸 
(クリック：下 7 V 正面 /4 y /60" /75° /90つ 
水平方向：左方向18〇-〜ち方向180° 

(ク U ック：正面 /3〇- /目 Cr 化。 /90 V 120 V 150 V 180°) 

電源 ON/OFF 

電源スイッチによる切り換え 
スタンバイ機能設定可能 


使用上のご注意•資料 
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仕様 


• 仕様中のデータは特に記載のある場合を除を、全て萬温 (20 む）、新品電池使用時のちのです。 
•仕様•性能は予告なく蜜要することびありますので、ご了承ください。使巧説明書の誤 
りなどについての補償はご容赦ください。 

•本書記載の会社名、製品名は各社の商標、登錄商標です。 


H -14 


使巧電池 

次の単3お電池の同一種類を4本 

-1.5 V アルカ U 単3形電池 

- 1.5 VU チウム単3形電池 

• 1 .2 V ニッヶ>1レ水素単3形充電池 

使用電池別の最短発光間隔、発光回数は（口 H -20) 

レディーライト 

充電完了：点灯 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/絞り達動が部自動調光モード/ 
外部自動調光モード/距離優先マニュアル発光モード時）：点滅 

レディーライト 
(リモートモード時） 

充電完了：点滅 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/絞り達動が部自動調光モード/ 
外部自動調光モード / SU -4 タイプの AUTO モード時 ）：点滅 

閃光時間 

約 1/880秒 ： M 1/1発光 （ FULL ) 約1/1000日砂 ： M 1/16発光 
約 1/110日秒： M 1/2発光 約1/2000日砂： M 1/32発光 

約 1/255日秒： M 1/4発光 約1/3570日砂： M 1/64発光 

約1/5000秒： M 1/8発光 約1/3850日砂： M 1/128発光 

□ックレバー 

□ックプレートおよび□ックピンにより、アクセヴ U —シューか 
らの脱落を防止。 

調光補正 

+ 3.0 〜一3.日の範囲で1/3段ステップで調光可能。 （ i - TTL 調光 
モード/絞り連動自動調光モード/外部自斬調光モード/距離優先 
マニュアル発光モード時） 

カスタムメニュー 

全19項目 

その他の機能 

ISO 感度設定 / TTL 調光アンダー量再表お/初期設定への U セット 
/キー□ック/過熱防止/ファームアップ 

寸法 ( WXHXD ) 

約 78.5 Xl 45 Xl 13 mm 

質量 

約引 Og (1.5 V アルカ U 単3形電池 X 4 本を含む） 

約 420 g (本体のみ） 

付属品 

スピードライトスタンド AS -2 K バウンスアダプター SW -13 H . 
カラーフィルター SZ -2 F しカラーフィルター SZ -2 TN 、 

ソフトケース SS -910 
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誦調光節囲 

(i-TTL 調巧/絞り連動か部自動調光/か部自動調がモード共通） 

SB-910 の調光範囲は 0.6m 〜 20m です。調光範囲はフオーマット、配光タイプ、 
ISO 感度、照射角、絞り値によって異なります。 

-次の表は FX フオーマット、スタンダード配光時の調光範囲表です。 

-各設定状態での調光範囲は、表示パネルで確認でをます。 

■ FX フオーマット、スタンダード配光時 


ISO 感度 

照身祸 (mm) 

12800 

6400 

3200 

1600 

800 

400 

200 

100 

14BA/ 

WP 

14BA 

14WP 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 

4 

2.8 

2 

1.4 





2.3 

20 

2.9 

瓦 

3.1 

2Q 

3.9 

20 

4.1 

2Q 

43 

20 

4.8 

20 

5.4 

20 

6.1 

S) 

7.1 

20 

7.8 

20 

8.2 

亢 

8.7 

5 

9 

S) 

9.1 

2Q 

9.2 

20 

9.4 

20 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 




1.7 

20 

2 

贵 

2.2 

20 

2.8 

20 

2.9 

2Q 

3 

20 

3.4 

5) 

3.8 

20 

4.3 

S) 

5 

S) 

5.5 

20 

5.8 

荒 

6.2 

20 

6.4 

S) 

6.4 

2Q 

6.5 

20 

6.7 

20 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 



1.2 

18 

1.5 

责 

1.6 

20 

2 

20 

2.1 

20 

2.2 

20 

2.4 

贡 

2.7 

20 

3.1 

S) 

3.6 

20 

3.9 

20 

4.1 

责 

4.4 

20 

4.5 

S) 

4.6 

20 

4.6 

20 

4.7 

20 

11 

8 

5.6 

斗 

2.8 

2 

1.4 


0.9 

13 

1 

16 

1.1 

17 

1.4 

20 

1.5 

20 

1.5 

20 

1.7 

贡 

1.9 

立 

2.2 

5 

2.5 

2Q 

2.8 

20 

2.9 

贵 

3.1 

贡 

3.2 

S) 

3.2 

2Q 

3.3 

20 

3.4 

20 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0.6 

お 

0.8 

1 ろ 

0.8 

12 

1 ろ 

1.1 

ld 2 

1.1 

1 品 

1.2 

19 

1.4 

1.6 

S) 

1.8 

2Q 

2 

20 

2.1 

亢 

2.2 

20 

2.3 

S) 

2.3 

2Q 

2.3 

20 

2.4 

20 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0.6 

S 

0.6 

8 

0.6 

S 

0.7 

n 

0.8 

1 た 

0.8 

12 

0.9 

& 

15 

1.1 

17 

1.3 

20 

1.4 

20 

1.5 

20 

1.6 

20 

1.6 

S) 

1.6 

20 

17 

20 

1.7 

责 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 

45 

0.6 

5^6 

0.6 

6 

0.6 

77 

0.6 

品 

0.6 

SA 

0,6 

を 

0.7 

1 品 

0.8 

12 

0.9 

141 

1 ミ 5 

1.1 
点 2 

1.1 

み 

1.2 

m 

1.2 

18 

1.2 

ふ 

1,2 
ぷ 7 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6 
3〜2 

0.6 

4 

0.6 

42 

0.6 

5 

0.6 
5〜7 

0.6 

6 

0.6 
6〜7 

0.6 

ろ 

0.6 

8 i 

0.7 

To 

0.7 

n 

0.8 

1 て 5 

0.8 

12.2 

豈 

0.8 

127 

0.9 

13 

0.9 

m 



32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6 
2〜2 

0.6 

ih 

0.6 

? 

0.6 
3〜8 

0.6 

4 

0.6 

0.6 

47 

0.6 

5〜3 

0.6 

6 

0.6 

7 

0.6 

77 

0.6 

ai 

0.6 

S 

0.6 

83 

0.6 

9 

0.6 
9 つ 

0.6 
弓 〜3 




32 

22 

16 

11 

8 

0.6 

な 

0.6 

2 

0.6 

刀 

0.6 

27 

0.6 

28 

0.6 

I 

0.6 
3〜3 

0.6 

37 

0.6 

42 

0.6 

ミ 

0.6 
5〜5 

0.6 
5〜7 

0.6 

打 

0.6 

63 

0.6 

63 

0.6 
6〜5 

0,6 

品 





32 

22 

16 

11 

0.6 

U 

0.6 

U 

0.6 

1 〜5 

0.6 

0.6 

2 

0.6 
2 つ 

0.6 
2〜3 

0.6 

16 

0.6 

0.6 
3 〜 5 

0.6 

3~8 

0.6 

4 

0.6 

43 

0.6 

44 

0.6 

45 

0.6 
4〜5 

0.6 
r 目 






32 

22 

16 

0.6 

08 

0,6 

09 

0.6 

T 

0.6 

13 

0.6 

0.6 

1~5 

0.6 

な 

0.6 

な 

0.6 

0.6 

25 

0.6 

27 

0,6 

28 

0.6 

1 

0.6 

打 

0,6 
3 〜 1 

0.6 

32 

0.6 

5 







32 

22 

0.6 

0.6 
日 〜7 

0.6 

07 

0.6 

0.6 

T 

0.6 

了 

0.6 

U 

0.6 

1 〜 3 

0.6 

0.6 

1 〜 7 

0.6 

0.6 

2 

0.6 

2 つ 

0.6 

12 

0.6 

12 

0.6 
2 〜 2 

0.6 
2 〜 3 








32 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

07 

0.6 

07 

0.6 

08 

0.6 

09 

0.6 

T 

0.6 

1 〜 2 

0.6 

13 

0.6 

U 

0.6 

1 〜 5 

0.6 

1 〜 5 

0.6 

1 〜 5 

0.6 

]£ 

0.6 


使用上のご注意•資料 



調光距離範囲(の 


絞り値 ( F ) 


• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 
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仕様 


ズームセット位置 

照射角度 r ) 

垂直ち向 

水平ち向 

8 ( BA / WP ) *1 

120 

130 

10 CBA / WP ) *2 

110 

120 

11 ( BA / WP ) *3 

100 

110 

12*斗 

74 

93 

14*4 

66 

85 

16 

60 

78 

17 

57 

75 

18 

55 

72 

20 

50 

67 

24 

44 

58 

28 

39 

52 

35 

32 

44 

50 

25 

34 

70 

20 

27 

85 

17 

24 

105パ 

16 

22 

120*5 

15 

21 

1 巧* 5 

14 

20 

180*5 

13 

1弓 

200*5 

13 

18 


くウンスアダプター装着時 
フイドパネル使用時 
中央部重点配光時 
スタンダード配光時 
均質配光時 

スタンダード配光および中央部重点配光時 
スタンダード配光および均質配光時 


ズムセット位置 

照射ち度 r ) 

ま直ち向 

水平ち向 

12 ( BA / WP ) *1 

120 

130 

14 CBA / WP ) *2 

110 

120 

17 CBA / WP ) 

100 

110 

17*4 

77 

96 

18*4 

74 

93 

20*4 

69 

87 

24 

60 

78 

28 

53 

70 

35 

45 

60 

50 

34 

46 

70 

26 

36 

85 

23 

31 

105 

20 

27 

120 

18 

25 

135 

17 

24 

180パ 

15 

21 

200*5 

14 

20 


DX フオーマット照射角度表 


FX フオーマット照射角度表 


gin 
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使用上のごま意•資料 





















































I ガイドナンバー表 


SB -910 のガイドナンバーは FX/DX フォー マット、配光タイプ、 ISO 感度、照射角、 
発光量によつて異なります。 ISO 100. m 


照射角 
(mm) 

FX フオーマット 

DX フオースット 

スタンダード 
配光 

均質配光 

中央部重点 
配光 

スタンダード 
配光 

均質配光 

中央部重点 
配光 

8 (BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

- 

13 

8 (BA) 

- 

- 

- 

- 

- 

16 

8 (WP) 

- 

- 

- 

- 

- 

17 

10 (BA+WP) 

- 

- 

- 

13 

- 

- 

10 (BA) 

- 

- 

- 

16 

- 

- 

10 (WP) 

- 

- 

- 

17 

- 

- 

11(BA+WP) 

- 

- 

- 

- 

13 

- 

11(BA) 

- 

- 

- 

- 

16 

- 

11(WP) 

- 

- 

- 

- 

17 

- 

12 (BA+WP) 

- 

- 

13 

- 

- 

- 

12 (BA) 

- 

- 

16 

- 

- 

- 

12 (WP) 

- 

- 

17 

- 

- 

- 

12 

- 

- 

- 

23 

- 

26 

14 (BA+WP) 

13 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (BA) 

1 白 

- 

- 

- 

- 

- 

14 (WP) 

17 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

25 

- 

29 

16 

- 

- 

- 

27 

22 

32 

17 (BA+WP) 

- 

13 

- 

- 

- 

- 

17 (BA) 

- 

16 

- 

- 

- 

- 

17 (WP) 

- 

17 

- 

- 

- 

- 

17 

22 

- 

25 

29 

23 

33 

18 

23 

- 

26 

30 

24 

34 

20 

24 

- 

27 

31 

25 

36 

24 

27 

22 

32 

34 

32 

39 

28 

30 

24 

36 

3 白 

33 

42.5 

35 

34 

31 

39 

40 

37 

46 

50 

40 

36 

45 

45 

43 

49.5 

70 

44 

41 

49 

4 弓 

47 

52 

85 

4 白 

44 

51.5 

50.5 

49 

54.5 

105 

49 

47 

52 

引 '5 

50 

- 

120 

50.5 

48 

53.5 

52 

51 

- 

135 

51 

49 

54.5 

53 

51.5 

- 

180 

52 

引 

- 

53.5 

52 

- 

200 

53 

51.5 

- 

54 

52.5 

- 


BA 
I WP 


バウンスアダプター装着時 
:ワイドバネル使用時 
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使用上のごを意•資料 














































仕様 


■ スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


■ スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


発過 

照射角 （mm) 

10mm 

12 

14 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

13 

16 

17 

23 

25 

27 

29 

30 

31 

料 

36 

40 

45 

49 

50.5 

51.5 

52 

53 

53.5 

54 

1/2 

9.1 

11.3 

12 

16.2 

17.6 

19 

20.5 

21.2 

21.9 

24 

2 日 .4 

28.2 

31.8 

34.6 

357 

36.4 

36.7 

37.4 

37.8 

38.1 

1/4 

6.5 

8 

8.5 

11.5 

12.5 

13.5 

14.5 

15 

15.5 

17 

18 

20 

22.5 

24.5 

25.2 

25.7 

26 

26.5 

26.7 

27 

1/8 

4.5 

5.6 

6 

8.1 

8.8 

9.5 

10.2 

10.6 

10.9 

12 

12.7 

14.1 

15.9 

17.3 

17.8 

18.2 

18.3 

18.7 

18.9 

19 

1/16 

3.2 

4 

4.2 

日 . 7 

6.2 

6.7 

7.2 

7.5 

7.7 

8.5 

9 

10 

11.2 

12.2 

12.6 

12.8 

13 

13.2 

13.3 

13.5 

1/32 

2.2 

2.8 

3 

4 

4.4 

4.7 

5.1 

日 ' 3 

5.4 

6 

6.3 

7 

7.9 

8.6 

8.9 

9.1 

9.1 

9.3 

9.4 

9.5 

1/64 

1.6 

2 

2.1 

2.8 

3.1 

3.3 

3.6 

3.7 

3.8 

4.2 

4.5 

5 

弓.目 

6.1 

6.3 

6.4 

6.5 

目.目 

6.6 

6.7 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

2 

2.2 

2.3 

2.5 

2.6 

2.7 

3 

3.1 

3.5 

3.9 

4.3 

4.4 

4.5 

4.5 

4.6 

4.7 

4.7 


• BA ： バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 
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発耀 

照射角 （mm) 

14mm 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP + 

BA 

BA 

WP 

1/1 

13 

16 

17 

22 

23 

24 

27 

30 

34 

40 

44 

46 

49 

50.5 

51 

52 

53 

1/2 

9.1 

11.3 

12 

15.5 

16.2 

16.9 

19 

21.2 

24 

28.2 

31.1 

32.5 

34.6 

35.7 

36 

36.7 

37.4 

1/4 

6.5 

8 

8.5 

11 

11.5 

12 

13.5 

15 

17 

20 

22 

23 

24.5 

25.2 

25.5 

26 

26.5 

1/8 

4.5 

5.6 

6 

7.7 

8.1 

8.4 

9.5 

10.6 

12 

14.1 

15.5 

16.2 

17.3 

17.8 

18 

18.3 

18.7 

1/16 

3.2 

4 

4.2 

日.日 

日. 7 

6 

6.7 

7.5 

8.5 

10 

11 

11.5 

12.2 

12.6 

12.7 

13 

13.2 

1/32 

2.2 

2.8 

3 

3.8 

4 

4.2 

4.7 

5.3 

6 

7 

7.7 

8.1 

8.6 

8.9 

9 

9.1 

9.3 

1/64 

1.6 

2 

2.1 

2.7 

2.8 

3 

3.3 

3.7 

4.2 

5 

5.5 

弓 .7 

6.1 

6.3 

6.3 

6.5 

6.6 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

1.9 

2 

2.1 

2.3 

2.6 

3 

3.5 

3.8 

4 

4.3 

4.4 

4.5 

4.5 

4.6 


DX フオーマットガイドナンバー 


FX フ オー マットガイドナン バー 


使用上のごま意.資料 





































































■ FX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


発光量 

照射ち (mm) 

14mm 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP + 
BA 

BA 

WP 

1/1 

4.7 

5.8 

6.2 

8.1 

8.5 

8.8 

10 

11.1 

12.6 

14.8 

16.3 

17 

18.1 

18.7 

18.9 

19.2 

19.6 

1/2 

3.3 

4.1 

4.3 

5.7 

6 

6.2 

7 

7.8 

8.9 

10.4 

11.5 

12 

12.7 

13.2 

13.3 

13.5 

13.8 

1/4 

2.3 

2.9 

3.1 

4 

4.2 

4.4 

5 

日.日 

6.3 

7.4 

8.1 

8.5 

9 

9.3 

9.4 

9.6 

9.8 

1/8 

1.6 

2 

2.1 

2.8 

3 

3.1 

3.5 

3.9 

4.4 

5.2 

5.7 

6 

6.3 

6.6 

6.6 

6.7 

6.9 

1/16 

1.1 

1.4 

1.5 

2 

2.1 

2.2 

2.5 

2.7 

3.1 

3.7 

4 

4.2 

4.5 

4.6 

4.7 

4.8 

4.9 

1/32 

0.8 



1.4 

1.5 

1.5 

1.7 

1.9 

2.2 

2.6 

2.8 

3 

3.1 

3.3 

3.3 

3.3 

3.4 

1/64 

0.5 

0.7 

0.7 



1.1 

1.2 

1.3 

1 .弓 

1.8 

2 

2.1 

2.2 

2.3 

2.3 

2.4 

2.4 

1/128 

0.4 

0.5 

0.5 

0.7 

0.7 

0.7 

日 . 8 

0.9 

1.1 

1.3 

1.4 

1.5 

1.5 

1.6 

1.6 

1.6 

1.7 


■ DX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


• FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピード1/500砂、 D3 カメラ装着時の値です。 

• 上記 FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピードによって変化しまず。例えばシャッタースピード 
び1/500から1/1000になるとガイドナンバーは1段ルさくなりまず。つまり高速になるほどガイドナン 
バーは小さ <な0ます。 

•目 A :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


発耀 

照射角 （mm) 

10mm 

12 

14 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

135 

180 

200 


WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

4.7 

5.8 

目 . 2 

8.5 

9.2 

10 

10.7 

11.1 

11.4 

12.6 

13.3 

14.8 

16.6 

18.1 

18.7 

19 

19.2 

19.6 

19.8 

20 

1/2 

3.3 

4.1 

4.3 

6 

6.5 

7 

7.5 

7.8 

8 

8.9 

9.4 

10.4 

11.7 

12.7 

13.2 

13.4 

13.5 

13.8 

14 

14.1 

1/4 

2.3 

2.9 

3.1 

4.2 

4.6 

5 

5.3 

日.日 

弓 .7 

6.3 

6.6 

7.4 

8.3 

马 

9.3 

9.5 

9.6 

9.8 

9.9 

10 

1/8 

1.6 

2 

2.1 

3 

3.2 

3.5 

3.7 

3.9 

4 

4.4 

4.7 

弓 .2 

5.8 

6.3 

6.6 

6.7 

目 .7 

6.9 

7 

7 

1/1 己 

1.1 

1.4 

1.5 

2.1 

2.3 

2.5 

2.6 

2.7 

2.8 

3.1 

3.3 

3.7 

4.1 

4.5 

4.6 

4.7 

4.8 

4.9 

4.9 

5 

1/32 

0.8 

1 


1.5 

1.6 

1.7 

1.8 

1.9 

2 

2.2 

2.3 

2.6 

2.9 

3.1 

3.3 

3.3 

3.3 

3.4 

3.5 

3.5 

1/64 

0.5 

0.7 

0.7 


1.1 

1.2 

1.3 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.8 

2 

2.2 

2.3 

2.3 

2.4 

2.4 

2.4 

2.5 

1/128 

0.4 

0.5 

0.5 

0.7 

0.8 

0.8 

0.9 

0.9 


1.1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.6 

1.6 

1.7 

1.7 

1.7 


FP 発光時のガイドナンパー 


使用上のごを意•資料 
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仕様 


■ 電池別の発光間隔と発光回数 


電池 

最短発光間隔*1 

発光回数* 2 /発光間隔*1 

1.5 V アルカリ単3形電池 

約 4.0 砂 

110回政上/ 4.0 〜3日秒 

1.5 VU チウム単3形電池 

約が砂 

230回政上/ 4.5 〜120秒 

1 .2 V ニッケ J レ水素単3形充電池 
C 2600 mAh ) 

約 2.3 砂 

190回政上/ 2.3 〜3日秒 

1 .2 V ニッケ J レ水素単3形充電池 
げ neloopj 

約 2.3 砂 

165回 ULL /2.3 〜3日秒 


*1 発光間隔は、30秒（リチウム電池使用時はじ0砂）に1回の発光を行ったときのフル 
発光柜当からレディーライト点灯までの時間です。 

*2 発光回数は、30秒（リチウム電池使用時は120秒）に1回の発光を行ったときの、フ 
ル発光ネ目当から3日砂ん^内にレディーライトび点なする回数です。 

- AF 補助光-ズーム作動-表示パネルのバックライトを使用しない場合の数値です。 
•電池初期での性能です。電池の新旧、および同じ銘柄でを、電池性能の変更等によって 
データび 異なることびあります。 


- 

H 
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巧数字/五十音順 

•各部の名称に ついては r 各部の名称」 （口 B -1) をご覧ください。 


巧な字 


AF 補助光 . E -20 

AF-ILL ONLY . E -21 

AUTO (才ートモード） . D -12 

BL (バランス）調光 . A - 7、 C -1 

CLS . A -6 

GLS 巧応カメラ . A -4 

〔 LS 対応ニコンクールピクス…… G -1 

CLS 非対応一眼レフカメラ . F -1 

GPU レンズ . A -5 

DX フォーマット . k- も、 B -18 

EV (露出値） . A -8 

FV □ック撮影 . E -24 

FX フオーマット .A-6 、 B-18 

GN (ガイドナンバ ー) . H -4 

GN (距離優先マニュアル 

発光モード) . C -10 

i - TTL-BL 調光 . C -1 

i - TTL 調光モード . C - 1 

i - TTL 対応ニコンクールピクス…. G -1 

ISO 感度 . C -3、 E -21 

ISO 感度係数 . H -4 

M (マニュアルモード） . D -12 

MASTER . D -4 

MENU ボタン . 目-13 

MODE ボタン . B -3 

OFF (受光禁止） . D -12 

日 K ボタン . B -3 

REMOTE . D -5 


SU - 4タイプの 

ワイヤレス増む . D -2、 D -10 

m 調光ァンダー量 . C -3 

m 調光コード . H -10 

Q 

アイコン . 区-5 

赤目軽減ス□ーシンク □ 

(ス□—シャッター）撮影 . E -25 

赤目軽減発光撮影 . E -25 

アクセサリー . H -10 

アドバンストワイヤレス 

ライティング撮診 . D - 1、 D - 6 

棲幕シンク□撮該 .'£-25 

色補正用カラーフィルター . E -1 2 

ウォーターガード . H -10 

才ートパワーズーム . E -19 

オート FP 八イスピード 

シンク□撮影 . E -24 

巧 

ガイドナンバー . H -4 

ガイドナンバー表 . H -17 

が部自動調光モード . C -7 

外部自動調光巧 

センサー窓- . C -4. C -7 

が部電源 . H -11 

カスタムメニュー . B -13 

過熱防止 . E -23 

下方ノくウンス . B -9、 E -11 
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カラーフイルター . E -12 

カラーフイルター 

識別センサー . E -15 

カラーフイルターセット . H -10 

カラーフイルター 

ホルダー . E -14、 H -10 

キー□ック . B -4 

キャッチライト反射板 . E - 8 

距離優先マニュアル 

発光モード . C -10 

近距離撮影 . E -9 

均質配光 . E -2 

ク ー J レピクス . G -1 

グループ . D -3 

壁光口巧カラーフイルター . E -12 

警告表示 . H -2 

光量不足警告 

…" C -3、 C -6、 C -9、 C -11、 D -18 



最短発光間隔 . H -20 

サウンド モニター . D -18 

先幕シンク □. E -25 

撮像範囲（フオーマット) . A -6 

絞り値 . C -3、 H -4 

絞り連動が部自動調光モード…… C -4 

受光禁止 . D -12 

照射角 . E -19 

照射角度表 . H -16 

初期設定 . A -6 

スタンタ’ード iJTL 調光 . C -1 

スタンダード配光 . E -2 

スタンバイ . E -22 


H-22 


スタンバイ機能の設定 . 

… B -19 

スピドライトスタンド . 

■- D -17 

スレーブフラッシュ 


コント□— ラー . 

■- H -10 

ス□ーシンク □ 


(ス□-シャッター）撮影…’ 

… E - 24 

セレクターダイヤ J レ . 

B -3 

増む撮影 . 

.…- D -1 



着色用カラーフィ J レター-- 

. E -12 

チヤンネ J レ . 

. D - 3 

中央部重点配光 . 

. E -2 

調光距離 . 

. A -6 

調光範囲 . 

. A -6 

調光範囲表 . 

. H -15 

調光補正 . 

. E -18 

調光補正値 . 

. E -18 

ツーボタン U セット . 

. B -12 

テスト発光 . 

. E -21 

電源スイッチ . 

. B - 3 

胃池 . 

-- B -7、 H - 7 

電池交換 . 

. B - 7 

電池容量不足画面 . 

. B - 7 

電球用カラーフィルター-- 

. E -12 

取付け脚 . 

. B -8 



ニコンク IJ エイティブライティング 

システムに LS ). A -6 

ニコンク ー J レピクス . G -1 
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配光タィプ . E -2 

ノ（ウンスアダプター . E -6 

ノ（ウンス撮該 . E -4 

ノ（ックライト . H -8 

発光回数 . 017、 H -20 

発光間隔 . 017、 H -20 

発光モード . B -1 K 〔-1、 D -3 

発光量 . C -15、 017 

バランス調光 . A - 7、 C -1 

反転表お . 目-12 

表示パネル . H -8 

ファームアップ . H -9 

ファームウエアノ（ージヨン . 目-20 

ファン クシ ヨン ボタン . B -5 

フオーマット（撮像範囲） . A -6 

フラッシュヘッド . B - 弓、 E -4 

フラッシュへッ I - 

□ック解除ボタン . B - 弓、 E -4 

フルメニュー . B -15 

ホワイトパ’ランス . E -16 

本発光禁止 . E -20 


マイメニュー . B -15 

マスターフラッシュ（主む） 

.A-8 、 D イ、 D-11 

マスターモード… D -3、 D イ、 D -1 日 

マニュアル発光モード . C -13 

モデリング発光 . 卜22 

モニター発光 . C -5、 C -8 


百 

1」 ピー ティング 

フラッシュモード . C -16、 D -8 

U モートフラッシュ（補助な） 

. k - を、 D-5 、 D- 11、 D - 15 

U モートモード …… D-3 、 D-5 、 D-10 

レディーライト . 巨-11、 D -18 

レディーライト 

( I 」モートモード時） . D-18 

連続発光 . B -目 

□ック解除ボ'タン . B -3 

□ックレバ’一 . B -8 

Q 

ワイドパネル .E-10 

ワイヤレス増な撮影 . D -1 

ワイヤレス増なモード 

スイッチ .D-4 、 D-5 

ワイヤレスリモート 
センサー窓 . D-15 
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アフターサービスについて 

■ この製品の使い方や修理に閲ずるお問い合わせは 

-使い方に関するご質問は、裏面に記載の「ニコンカスタマーヴポートセンター」 
にお問い含わせください。 

-修理に関するご質問は、裏面に記載の r 修理センター」にお問い含わせくださし、。 

【お願い】 

•お問い合わせいただく場合には、おわかりになる範囲で結構ですので、次の 
内容をご確認の上、お問い合わせください。 

「製品名」、「製品番号」、「ご購入曰」、「問題び発生したとさの症状」、「表示さ 
れたメッセージ」、「症状の発生頻度」など。 

-ソフトウエアのトラブルの場含には、おわかりになる範囲で結構ですので、 
次の内容をご確認の上、お問い合わせください。 

「ソフトウエア名およびバージョン」、 r パソコンの機種名」、 ros のバージョン」、 
けモリー容量」、「八ードディスクの空き容量」、個題び発生したとさの症状」、「症 
状の発生頻度」、エラー><ッセージび表示されている場合はエラーメッセージ 
の内容など。 

-ファクシ su や郵送でお問い合わせの場合は「ご住所」、「お名前」、「フ U ガナ」、 
「電話番号」、 「 FAX 番号」を（舎社の場合は舎社名と部署名ち）明確にお書さ 
ください。 

■修埋を依巧される場合は 

•ニコン サービス機関（裏面に記載の r 修理センター」など）、ご購入店、また 
は最寄りの販売店にご依頼くださし、。 

-ニコンサービス機関につきましては、詳しくは「ニコンサービス機関のご案内」 
をご覧ください。 

■補修用性能部品について 

この製品の補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 
保有年数は、製造打ち切0後7年を目安としています。 

-修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただをます。なお、部品保有期 
間経過後ち、修理巧能な場合もありますので、 ニコン サービス機関またはご 
購入店へお問い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破損 
で全損と認め5れる場含は、修理び不可能とな0ます。なお、この故障また 
は破損の程度の判定は、 ニコン サービス機関にお任せください。 
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製品の使い方に関するお問い合わせ 

<ニコンカスタマーヴポートセンター> 

全国共通のナビダイヤルにお電話 <ださい。 

0570-02-8000 

一股電話’公ホ電話からは巿内通話料をでご利用 
いただけます 

修理 サー ビスのご案内 
修理品のお引き取りを依頼される場合は 
<ニコンピックアップサービス> 

下記のフ U — ダイヤルでお申し込みいただくと、ニコン指定の配送業ち(ヤマト運輸)び、お包資材のお届け•修 
理品のお引き取り、修理後のお届け•集金までを一括して提供す るサー ビスです。全国一律の料金にて承ります。 
※宅配便で巧又る大ささや重さには制限びあるため、取り巧いでをない製品をございます。 

雨 0120 -02-81 55 営業時間： 9:00〜18:00 (年末年始12/29〜1/4を除く毎日） 

※上記のフ1」ーブイヤルはビックアップサービス専用です。ニコン指定の配送業者(ヤマト運輸)にてま D ます。 

製品や修理に関するお問い合わはは、カスタマーサポートセンター、または條理センターへお願いいたします。 




営業時間： 9:30〜 18:00( 年末年始、夏期休業日等を除く毎日） 
ナビダイヤルをごが用いただけない場合は、 （03)6702-0577 におかけくだ 
さい。 ファ クシ 5 U でのご相談は、 （03) 5977-7499 にお送りください。 


修理品を宅配便などでお送りいただ<場合の送り先と修理に関するお問い合わせは 


< (株)ニコンイメージングジャパン修理センター> 


230-0052 横 ミ 兵巿鶴見区生養 2-2-26 

巧 0570-02-8200 

—股電話•公巧電話からは市巧通話輯金でご利用 
— AtM — いただけまず 


営業時間： 9:30〜17:30 (±曜日、日曜日、祝日、年末年始、 
夏期休業日など鮮社定休日を除く毎日） 

ナビダイヤルをご利用いただけない場合は. （03) 6702-0577 におかけください。 


参修理センターには、ご巧所の方の吞、□びございません。宅配優のみお受けしまず。ご了をください。 


インターネットご利用の方へ^^^^^^^^ 

<ニコンイメージング/ヴポートページ> 

• httD ： //www.nikon-imaae.com/support/ 

最新の製品テクニカ JMf 報や、ソフトウェアのアップデートに関する情報びご富いただけます。 

※磬品をより有効にご利用いただくために、定期的にアクセスごむるよラおすすめします。 

• http://www.nikon-imaae.com/support/repair/ 

「ニコンピックアップサービス」のお申し込みや修理見積もり金額の確認、インターネットを利用して修理 
を申し込まれた場合の修理状況や納期の確認などびご覧いただけます。 


※お問い合わせや修理を依頼をされるとさには、裏面の「アフターサービスについて」ち参照<ださい。 
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